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は し が き

今回の国廊補助による沼津貝塚保存管理計画策定にあたり，?召津貝塚の現状，及び歴史的価値をできる

だけふまえた上で，これを策定するという碁本的立場から，数度に及ぶ実地踏査，及び出土遺物，文献等

の調査を実施した。この調査にあたり，種々のご配慮を賜わった宮城県教育委員会，束北歴史資料館，東

北大学文学部考古学研究室，尚桐女学院，尚桐女学院地学研究室，毛利伸，消水毅， 工藤雅樹，藤沼邦彦，

丹羽茂， 阿部恵，開北小学校児童有志には記して謝意を表する。

なお，本報告掛は，計画編及び調査データ編の二つの邸により構成されているが，第一蹂計画編は，石

巻市文化財保護委員木村敏郎，石巻市教育委員会社会教育課長桜井妻雄，同文化係中村光ーがこれを執箱

した。また第二蹂調査編は，束北学院大学史学科三塚敏明，同大学聴講生阿部正光，尚綱女学院短大事務

局佐藤正人の 3名が，実地踏査及び衣料整理を含めて担当した。執箪は3名の協琺調査の下に成されたも

のである。ま た，調査編に関する原稿，図版等の監修は石巻市教育委員会中村光ーが行なったものである。
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第一章保存管理計画

第一節 保存管理計画策定の目的

昭和8年市制施行の石巻市は，総面積138.16koi現在人口約116,000人，をかぞえる， 宮城県内第2の都市と

して発展しつつある。

昭和40年代の石巻工業港及び新漁港の完成等による産業基盤整(Ii(/により，経済活動や人口等も増大し，

第3次産業部門も活況を呈して来ている。

こうした中で，生活碁盤整備に伴う土地需要が年々増大しており，いきおい農業用地の減少が目立っ

て来ている。

沼津貝塚の所在する稲井地区における晟地面禎の推移を見ると，昭和43年，1,026ha,昭和M年， l,045ha, 

昭和45年， l,05lha, 昭和46年， 1,036ha,昭和47年， 1,022ha, 昭和48年， l,002ha, 昭和49年，999haと，

多少の増滅を見せながら，昭和40年代後半では，次第に滅少する傾向を見せている。

こうした現象は，第2次 ・第3次産業への流出による，屁業人口の減少，専業農家から兼業I此家への転換

また滅反等の店業政策や宅地化の進展等がその原因と考えられよう。

経溢面においても，従来の方式に反省が加えられ，次第に合理的かつ高効率の農業経酋方向に進展 して

来ていると考えられる。

さて，このようなm勢の中で，沼津貝塚の保護を推進しようとする時，本遠跡の現状及び特性に応じた

適切な保存管理対策が考廊されなければならない。

この計画は，こうした姿勢の基に，本貝塚の保護上予想される諸々の事態に対処するための当面計画であ

り今後の保存及び管理を進める上での指針とするものである。

第二節 保存管理計画策定事業の経過

沼津貝塚保存管理計画策定事業は，国庫補助事業と して昭和49年度に行手し，同年は70万円の事業牧をも

って，沼津貝塚の地形測址及び地租測凪を実施した。

昭和50年度には， 50万円の事業伐で，前年実施した 500分の ］地形平面図を基に，同貝塚の現況及び特性

を明確にするため，貝層，包含層の分布 ，遺物散布の状況，遺跡範囲，出土遺物，及び同貝塚の歴史的評

価についてデータ作成ならびに必嬰な諸調査を実施し ，これらのデータの検討の上に，第 2年次の保存管

理計画を策定したものである。これら経過の概要は以下のとおりである。

こ:1, ー：；l 蓋岱Ii!
第三節 沼津貝塚の保護に関する基本事項及び問題

1項 史跡指定範囲内の遺跡保設に関する基本事項及び問題

土地所有権及び耕作権との調整

昭和47年10月に指定を受けた同貝塚は，指定面和20.991mに及んでいるが，このすべては民有である。

従って，公有化に至るまで，当面の間は，これら私権との調整が大きな課題となろう。

本項では，今後予想される種々の現状変更及びその他の遺跡砺t壊等について，それに対処する場合の指

針を作成したものである。
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もとより， この指針はその状況により適宜変更すべき性格のものであり ，これが最善の方策ではな い。

従って，本項は問題提起とそれに対する一つのあり方を提示したものである事を付記しておきたい。

(1) 農業用施設

農業経営の効率化，合理化をはかる立場から，将来，個別的，あるいは共同的な農業施設の建設が予想

される。たとえば，葉タパコの乾燥出荷貯蔵共同施設，また導水 ・貯水 ・散水施設等が考えられるであろ

う。

これらについては，屁業経営者個人の生活設計とあいまって，農業収益等と直接関連する場合が多く ，

その調整をはかる事は，かなり至難であると言える。これらに優先して，遺跡保護を考えようとする場合

その補償，補助，あるいは代替用地等について考慮しなければならないであろう。この場合，部分的な買

上げ措誼も考胞する必要があろう 。

(2) 一般住宅の建設及び造成

本遺跡の所在する地域は，都市計画法により ，市街化調整区域に編入されている 。将来的に展望

しても少なくとも十年以内に市街化区域に編入される事はないと思われる。従って， こうした点では，大

規模な民間開発や宅造の心配はないと考えられる。しかしながら股業後継者の独立等にかかる小規模の新

規宅造とか，既設住宅地の拡張等は可能であり ，又充分予想されるところであろう 。この点については，

基本的には，補償毀の問迎ではなく ，代替地を必要とする事態が予想されるので基本的問題として念頭に

しておかなければならないものと思われる。

(3) 畑作作物の種類 と耕作方法

本遺跡は全て畑地であり，現在，薬タパコ栽培が作物の主体とな っており ，その他，大豆，変が若干な

がら栽培されている。タバコ収益の高率さから，近い将来，夏季には葉タバコ栽培が全面租を占めると思

われる。これらの栽培種は深い草根をもたないので，遺跡の地下遠構に対しその影響は，ほとんどないと

考えられる。また，耕作は耕運機による機械耕作であるが，通常，その耕作深度は30-40cm程度であり，

あまり問題にならないであろう。従ってこの項については当面問題はないが，仮に，根菜栽培が実施され

る場合は適切な指導が必要である。

(4) 電柱，送電塔，各種導管の設置

これらについては，その設四件数は非常に少ないと思われるが，いずれも，削平，堀削を伴うものであ

り小面租ながら遺跡破壊につながるものである。この設骰については，既設のものは仕方がないが，新設

については，基本的に遺跡を迂廻させる方向で検討すべきものである。

(5) その他

指定行為は，遺跡保設を目的になされたものであるが，反面，土地の現状を拘束し，地権者の土地利用

に大きな制限を加えている事も否定できない。また，知名度が高い遺跡でもあり ，見学者による晟地，畑

作物への影響も 当然あると考えられる。従って，少なくとも指定行為に伴って生じた土地利用の制約に

ついては，指定時に承諾'l!fを徴収しているとはいえ，基本的にこれを補伯する方向での発想が成されなけれ

ばならないのではないかと思われる。特に公有化を前提に史跡指定行為に及ぶのが通常のあり方とはいえ

種々の要因により 当面公有化できない兄通しの遺跡も多い。こうしたものの保護管理徹底には， 一つのあ

り方として考慮されてよいだろう。また，追跡に対する理解を深める意味から，地権者を含め地域住民に

対する説明会や懇談会を開催するIJTや，採欺資料の寄託等について協力を求める事もIll!接的な方法なが

ら，遺跡保設を進めるうえで有効であろう。

遺跡観究者との調整

学校教育また社会教育の中の現地学習の場として本退跡を活用する事は好ましいこと であるが，遠跡保

設に対する理解を欠いて，教育効果の一面tこけを扱おうとするのは避けるぺきである。従来，学校児旅

あるいは一般人により，稀少ながら乱掘されているような箇所もあり，今後の沼津貝塚の保護を考える場

合，考慮しなければならない点である。

{ 1) 学校児童、生徒への保護思想の徹底
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学校関係については，教育委具会による行政指導が考えられるが，問題の本質は児磁生徒及び学校教育

担当者の文化財に対する理解レベルに1/柚納するものであろう。従って小中高校に対する文苦による指導の

他に，別此活）11項目にかかる諸策が，行政指甜と一体を成して行なわれる必要があろう 。

(2) 一般への保護思想の徹底

これについては，50年度に設骰した，沼津貝塚注意板が一つの効用をもつものである。 しかしながら一

般に対してもまた平索の保護思想普及活動の徹底がM:も効果的である事はいうまでもない。

具体的には， 新Ill!や市広報紙を通じて，呼びかけをはかるとともに， 地権者に対しても，見学

者への注慈を喚起するよう呼びかける!Jiも必要であろう。また直接的な注意だけでなく ，同貝塚の内容に

ついての紹介も注意を促す間接的な効川をもつであろう 。

(3) 巡検体制，その他

前記の啓祓的方法と合わせ，現在県単位で実施されている，文化財保股指報員制度ー文化財パトロ ール

について，その巡回箇所に国 ・県 ・市町村の指定史跡を必須点検箇所として組み入れるようすべきである。

始も， 現在すでに宮城県の場合実施されているが， その場合で も， 遺跡地 そのものにかかる点

検だけでなく ，周辺部における，開発や土地利用状況，また都市計画法をはじめとする諸法の適合エリア

内か外かなど，今後，先行/Iりな保護行政を進める上で必要な，これら諸項について必須点検事項として組

み入れる事が必要である。また市レベル独自の定期巡検が実施されれば，より完全であろう。

2項 史跡指定範囲外の迫跡保護に関する基本事項及び問題

本計画策定にかかる沼津貝塚範囲の籾査により，国指定史跡範囲として線引きした以外に，更にこれを

越える形で貝層の広がりが確認され，該当部分の今後の保存及びその方向について検討する必要が生じた。

この部分の保護については，現行上，文化財保護法第57粂関係の適用を受けるだけであり，明らかに同

一沼津貝塚に含まれる部分について，その取り扱い方が異なる事になる。以下については， こうした

指定範囲外に広がる部分について，今後の保存上の問題及び方向を予察的に示したものである。

(1) 基本的な指針

まず，こうした範囲外に広がる貝層あるいは包含層については，基本的にこれを追加指定という形で，

史跡指定する方向を考えるぺきであろう 。し かしながら，地権者が，昭和47年時点の指定による土地制約

に不安感を抱いていると推測される現在，追加指定の方法，時期等については，慎重に検討する必要があ

る。

(2) 現状変更に関する指針

範囲外にかかる該当部分の保股については，当面法第57粂に依拠する以外にない。従ってもし仮に史跡

範囲隣接地点に，現状変更の必要性が生じた場合には，基本的に保護の立場から変更撤回の方向で結論を

出す事が理想であるがもし最悪の場合でも，完全な記録保存をはかる必要があろう 。この点と関連して，

租極的な保護推進策として(3)に述べる方策が検討されてしかるぺきである。更に，届出の周知徹底をはか

るため， 地権者に協力要請する必要があるのは言うまでもない。

(3) 範囲外保護にかかる＿方向

前述したごとく，沼津貝塚の追跡範囲が，現指定地域内に留まるものでない事は，今回の現地踏査デー

タから明らかである。従って，同一貝塚の部分によ って，保護対策が異なる形となり，こうした現象は

沼津貝塚，・ひいては他の史跡の保護を考胞する場合，決して好ましい事ではない。該当部分の保護を積極

的な方向で検討しようとするなら以下の方向が考えられよう。

すなわち，遺跡の範囲限界を確認する必要があることである。このためには，年次計画等に よる周辺隣

接地の計画(Jり発掘が必要であり，この点に関しては，人員，体制，財政面の問題から市単独実施は明らか

に不可能である。

従って，国県レベルにおける，財政，人且面の配胞が検討されてしかるぺきであり ，それを抜いた実施

は不可能であろうと思われる。更に，この範囲限界確認調査は，追加指定を前提に考胞するものでなけ
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れば無意味であろう。

(4) その他の問題

今回の実地踏査において，また過去の調査における文献等の検討から ，沼津貝塚北部に隣接して展開す

る水田部分に泥炭層が存在する可能性が非常に強くなった。少なくとも， 一部において，東北大学による

花粉分析データ採集のためのポーリング泥炭採収があり，その存在は問違いのないところである。

従って，遺跡に隣接する泥炭部分は，通常，文化層として，多くの石器時代遺物を包含する可能性が高

く特に毛利コレクション所蔵遠物の中に見られる土器中には，泥炭層から出土したと思われる物も確認さ

れている。この点から考えても，その所在地点範囲を明確にする調査が考慮されて良いと思われる。

3項 沼津貝塚の公有化に関する計画

沼津貝塚の位閥する沼津部落は．市中心部からほぼ6.5キロメートルを隔てた市域の最東端にあり，昭和

42年3月市へ合併した旧稲井町地域に属する戸数112戸の兼業農家部落である 。昭和45年以来，市中心

部に近い一部人口集中地区を除く稲井地域がすべて市街化調整区域および混業振典区域に指定されたこと

もあって，同部落の戸数はここ数年来ほとんど横ばいの状態にある。また，貝塚自体の現況も，地権者12

人のうち11人までが，専売公社の委託生産で，かつ収益性の品5い葉タバコ耕作地にしているため， きわめ

て良好な状態で保存されている。

しかし，現在人口116,000人，県下第 2の都市として急激に発展しつつある市勢の方向が，同部落に都

市化現象をもたらしつつあることも明らかである。すなわち，昭和42年，仙台湾港臨海地域新産業都市建設事業

の最大として進められてきた石巻工業港が開港され，その背後地に造成された工業用地に現在進出企業32

余社の操業をみている。加えて，はやくから 全国10指に入る漁港，水産加工業都市として発展してきた

当市の実紹とその立地粂件の優位性を考胞し，特定第 3種漁港として全国一を誇る新漁港と，そ の背後地に

計画最次年次（昭和52年度） 85万平方メートルの規模をもつ水産加工団地（国指定水産流通加工セ，ンター

形成事業）の一部が完成し，目下進出企業の配骰や排水処理施設の最終整備が進められている。こうした

産業基盤の整備に伴う第2次産業の飛躍的な発展により，つれて商業観光などの第3次産業部門にも外部

資本の進出が目立ち，年々活況を呈している。

以上の事情から．道路，ニュータウン，学校，文化体育施設，ごみおよびし尿処理施設．吉果市場，民

問宅地 レジャー用地など官民両面の土地需要が急激に膨張し，郊外一円に著しい農地減少をもたらして

いるが，沼津部落およびその周辺部にも近年次に示すような開発行為が行なわれてきている。

1 . 市施行事業

(1) 石巻地区広域幹線道路建設事業・・・・・・ 改良 2,170m。 舗装5,350m。

貝塚付近通過。本年度路盤整備完了一部舗装済み。

(2) 不燃性ごみ捨場造成事業 ・・・・・・ 沼津部落内に造成

山ろく原野私有地約5ヘクタールを借用し捨場とする。昭和52年度から約5年間使用し．完了後

地権者はこれを宅地に利用の見込み。

(3) 稲井地区統合小学校舎及び同中学校舎新築事業

沼津部落の隣接地区に敷地約33千平方メートルを造成し．稲井地区4小学校の統合校舎と老朽甚

しい稲井中学校の新校舎を建設する。

2 民間施行事業

昭和4,7年10月．規模25万平方メートルのゴルフ場が同部落内に開設され営業中。

既述のとおり貝塚は地権者にとって魅力のある葉タパコ耕作地に利用されているため．その公有化には

強い難色を示しているが．以上の市勢から可及的すみやかにこれを実現して行かなければならない。

4項まとめ

洒車貝塚の保護については，昭和47年10月に国の史跡指定を受け飛躍的に強化された事はいう間でもな
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ぃ。また，その事が他の遺跡保護に良い意味での影響を与えている事も事実である。しか しながら指定部

分についても，いずれ公有化が成されなければ，その保護は地権者に協力を願うという限界を越える事

はできない。また今回の策定事業の中で判明した範囲外に拡がる遺跡部分の保護が今後特にm1題となろう。

これら保護の推進にあた っては，法の定めるところに従がい，所有権との節度ある調和のもとに進める

事が必要であろう。

第四節 活用に関する基本計画及び問題

1項 学校教育における活用

小•中・高等学校において，次のような学習場面での活用が考えられる。

(1) 教科学習――— 主として社会科

(2) 特別活動における学習――ークラプ活動，部活動等

(3) 学校行事等における学習――-遠足等，行事に際しての学習

上の学習に活用するため，次のような事業が必要と考えられる。

(1) 小・中・高等学校の教師（主として社会科担当者）対象に「沼津貝塚に関する賓料集」を作成して

配布提供し，教育課程に位四づけられるようにする。

(2) 特に中学校 l学年社会科歴史的分野の学習に役立てられるよう ，生徒を対象とした賓料集を作成し，

各中学校へ提供する。

(3) 沼津貝塚に関するスライド（解説，活用の手引付）を作成し，石巻広域行政事務所内にある視聴党

教材センターに提供，保管 ・管理を依頼し，各学校の求めに応じて活用できるようにする。

2項社会教育における活用

社会教育分野における活用については， つぎのような場面での活用が考えられる。

(1) 各学級，教室における学習 (2) 文化財講座等における学習 (3) 一般市民の研究活動での学習

以上の学習場面で十分に活用されるよう，つぎのようなことをしていきたい。

(1) 沼津貝塚に関するパンフレット （学習安料）を作成し，図苔館及び公民館を中心とした社会教育諸

機関に配布し，活用を図る。 —具体的には，各学級，教室，文化財講座等におけるテキストとし

ての活用が考えられる。

(2) 「沼津貝塚見学のしおり」 （リーフレット）を作成し，一般市民の見学に役立てられるようにしたい。

(3) パンフレットの作成は，沼津貝塚保存管理事業の進展に応じて遂次刊行を重ねる方向で継続し，学

術研究者の研究資料としても捉供できるようにしたい。

3項 活用に関するその他の問題

活用に関する前記二項の他に，以下の様な活用事業が検討されてしかるべきであろう。

(1) 遺物の集成

早くから知られた本貝塚は， 多くの研究者また一般見学者がおとずれ， 特に文化財保護法施行以前

の段階で，地域外，県外に流出した遺物は相当数にのぽると思われる。これらについては，現時点で回収

する事は全く不可能なので，所蔵者のリストアップ，及び実測図や写真等により，できうる限り集成する

方向がのぞまれる。また，保護法施行以後，現在に至るまでの間で実施された諸調査により出土した遺物

については，その所在は明確であるが，内容については不明な点が多い。こうしたものについては，活用

の使宜上，ーカ所に渠中保管する事がのぞまれるとともに，当面，報告笞また賓料集等による公開及び活

用が必要であろう。

(2) 報告書，資料集等印刷物の整備刊行

前項と合わせ，沼津貝塚の活用効果を店め，内容を正しく理解させるには，印刷物の整備が方策の 1つ
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として考えられるであろう 。 こうした印刷物の整備は，現在県レベルでは比較的良 く行なわれていると思

われるが，市町村については，かなりのパラつきがあり， 今後レベルの平均化をはかる慈味から も、 国県

レベルでの市町村に対する奨励策が考慮されて良いと思われる。なお現行の、各種保存，調査補助事業の業の

中で．これを扱う場合でも，現行の補助件数を更に増加させる方向で検討されて良いだろ う。

第五節 余論，環境整備等に関する予察

環境整備については，手順として遺跡公有化後に実施されるものであり，具（本的な計画策定はその段階

で成されるぺきものである。従ってここでは， 今回の計画策定事業の中で予察された将来への希望事項及

び，問題点を提起するという 立場から本節を設定したものである。

(1) 環境整備にあたっての要望注意事項

O遺跡保存を大前提として整備計画を策定する方向で考慮すぺ きである。

O遺跡形成過程及び構成形態を把握できる方向で進めると良いと思われ，今回の調査成果から，特に大

木9,10式期と大洞A式期の二時期は，貝層分布のあり方が典型的であり，これについて，地上復元す

るのがN,も効果があるのではないかと思われる。

O散策路，遊歩道の設説にあた っては．既設屁道，畦畔を利用する方向で検討し，道路の新設は極力行

なわないようにすぺきである。

O遠跡内に各種施設，特に大形の建築設備を設けるi:Jlはさけるぺきであるが，必要があり設けなければ

ならない場合には，指定地束端部の一部に，黄褐色土層 （地山面）の広範に分布する地域があるので，最

悪の場合には，これを利用する方向も考えられる。

O環境整備時点での問題として，遺跡中央部を分断する形で， 5m巾の市道が貫通 しており， 将来，回

遊路等の設既に当たり適切な対策が必要となる。

第六節 附録 (1)沼津貝塚地権者一覧

氏 名 住 所 所 有 地 番

木 村 信 義 沼津字出外 19 沼津字出外30,33, 34, 37, 38 

浅 野 繁 雄 沼津字出外25 沼津字出外29,33の 1,65の 1,66, 67の 1'
68の l,69の 1,69の2, 70, 71, 75, 76, 32, 77 

鈴 木 俊 視 沼津字山中68 沼津字出外60の 1,61の 1,62, 64 
沼津字八幡山25の 1

浅 野 宣 雄 沼津字出外7 沼津字出外35,36 

木 村 泰 治 沼津字山中 27 沼津字出外42の 1,53の 1, 58 

木 村 昭 子 沼津字山中 16 沼津字出外73の 1

阿 部 稔 沢田字台89 沼津字出外72
沼津字出外79

木 村 製 喜 沼津字出外18 沼津字出外65の 2

木 村 消 子 沼津字出外73 沼津字出外73の 2

天 野 健 治 沼津字沢口116 沼津字出外57,59 

鈴 木 万 次郎 沼津字出外2 沼津字出外51,63 

木 村 惑 ". 沼津字山中114の 2 沼津字出外78

計 I 2名
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(2)沼津貝塚史跡指定官報告示内容

官報告示内容

文部省告示第146号

文化財保護法（昭和25年法律第214号）第69粂第 1項の規定により ，次の表に掲げる記念物を史跡に指

定する。

昭和47年10月21日

文部大臣稲薬 修

名 l称 所 在 地 地 域

沼 津 貝 塚 宮城県石巻市沼津字出外 29番， 30番， 32番，33番，33番の 1,34番
35番 36番， 37番， 38番， 42番の 1のうち実

測 254.59平方メー ト）レ，51番のうち実測25.

83平方メートル，53番の 1,57番のうち実測

161.79平方メートル，58番，59番， 60番の 1'

61番の 1,62番，63番， 64番のうち実測862.

75平方メートル，65番の 1,65番の 2,66番，

67番の 1,68番の 1,69番の 1,69番の 2,70 

番， 71番， 72番， 73番の 1,73番の 2,7瀦t
76番， 77番， 78番， 79番

同 字八幡山 25番の 1のうち実測569.15平方メ ー トル

第二章 沼津貝塚の考古学的調査

第一節 は じ め に

でと

国史跡に指定されている沼津貝塚は，宮城県石巻市沼津字出外に所在し， 仙石線石巻駅からは，東北束

約6.5kmの位醤にある。

本貝塚は，古くから学術的な発堀調査が実施されてきたわが国でも屈指の大貝塚である 。調査によ っ

て出土した遺物は学術的に高く評価され，研究者の間だけでなく，国民にも広く紹介されている。しかし，

本貝塚を総合的に把握しようとする試みとその公表は，個々の労作が極めて多いにもかかわらず，なされ

ていないというのが現状である。

本蹂は以上の様な認識に立ち，沼津貝塚保存管理計画策定事業の一環として，本貝塚に関する考古学的

賓料を作成し，本事業が最も適切に，且つ効果的に実施されることを目的とする。そこで次の様な方法を

取 った。最初の段階では，現在に至るまで積み重ねられてきた本貝塚に関するデータ （本事業に伴う今回

の調査も含む）の概要を述ぺる。次の段階では，以上のデータを踏まえて， i召津貝塚という迪：跡の現時点

における歴史的位匹づけを行なう 。
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(1) t也升多

石巻地方の地形は，海抜高度から次の三地域に区分される（注 I)
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(A) 北上川，及び追波川によって区画された北上山地南端部地域。本地域には，龍峰山 (348m)I 上品

山 (468m), 京ケ森 (281m), 牧山 (219m), 黒森山 (400m), 大六天山 (440m)'袴ケ岳 (359m)

などの急な山々が存在する。

(8) 石巻平野に点在する丘陵部地域。本地域には，北上川河口部の日和山丘陵と， 石巻平野中央部の須

江丘陵があり，高度は60m前後である。

(C) 北上川下流一帯の石巻平野。高度が数m以内の低湿な沖積平野である。

沼津貝塚は，以上の三地域の中で，北上山地南端部地域に立地する。本貝塚の周辺には，籠峰山，上品山，

雄勝峠，石投山，京ケ森，牧山などの山々が存在する。それらは，西方に開口して古稲井湾を形成してい

る。その古稲井湾には，京ケ森から西方にのびる半島状の丘陵（標高52m)が張り出している。本貝塚は

その丘陵上，比較的平担な鞍部（椋高20m前後）に立地する。

(2)地質

石巻地方の地質は三地域に分類される（注2) 。それは，海抜高度による地形の分類と同 じ三地域に該

当する。

(A) 北上山地南端部地域。本地域は，一部に古生代二性紀の地層も見られるが，大部分は中生代三姓紀

の地層が基盤となっている。この地層は，下部，中部三低紀の稲井層群（花閲岩質砂岩からなる ）と，上

部三位紀の皿貝層群（砂岩，粘板岩からなる）とに区分されている。

(8)丘陵部地域。本地域は，新生代新第三紀中新世の礫岩（花崗岩• 砂岩・頁岩 ・安山岩からなる）か

らなっている。

(C) 石巻平野。本地域は，その基盤岩 （中生代三位紀伊里前層，新生代新第三紀鮮新世広淵層）の上に

次の層が堆積している。 下層から述ぺると，洪積世蛇田層 （古北上川河谷を埋めた埋没段丘の礫層と考え

られる），沖札1世釜層（細，中粒砂粒で，内湾性堆租物と考えられる），沼向層（下から砂 ・粘土 ・泥炭

層と漸移的に変化するもので，釜層堆積後の海退陸化につれてできた湖沼，低湿地を埋めた層であ る），

中坪層（細粒砂，ロームからなる河川氾濫時の堆積層） ，雲雀野層（中坪層前面にある現汀線に沿ったも

ので，平担部最上位の砂丘層）となっている。

沼津貝塚が立地する地層は，北上山地南端部地域，中生代上部三位紀皿貝層群である。本貝塚の前方に

は古稲井湾（釜層以降の地席から構成される）もその一部に含む低湿な石巻平野が展開している。

(3)海洋と陸水

沼津貝塚周辺の海洋としては，古稲井湾 ・万石浦・石巻湾がある。古稲井湾は，現在，低湿な水田と化し

ているが，元来，現在の北上川河口付近で石巻湾と接続していた。また，本貝塚の東南約1.5kmには，現

在でも石巻湾と接続している万石浦が存在する。陸水としては真野川がある。この真野川は，古稲井湾地

域中央部を流れる北上川の 一支流で，現在の北上川河口付近で北上川と合流する。

(4) 気候

宮城県の気候は，太平洋岸から平野部を経て奥羽山脈束斜面になるにつれて，その気候特性を表日本型

から狐日本型へと次第に変化させていくのが，大きな特徴と言える（注 3)。ここでは，沼津貝塚が存在

する石巻地方についての現在の気候をのぺる。

(A) 気温。寒候季と暖候季に区分することができる。寒候季は，海面の海岸部に及ぼす熱的影博（気候

の調節作用）を受けて，比較的温暖である。 1月の平均気温は， I'Cと温暖で，奥羽山脈束斜面地域と

の差は 3・-4・cに及ぷ。暖候季は，陸地に対して海水が相対的に低温となり ，海岸部に沿って低温帯が

現われる。そのため 8月の平均気温は，24゚Cと比較的冷涼である。年平均気温は12・cである。

(8) 降水枇。石巻地方の降水此は，冬季少雨，夏季多雨の傾向が宮城県で最も著しい。

(C) 風。宮城県全域と同様に，冬季は西北西～北西の風，夏季は束南束の風が一般的である。なお，本

地方も含む海岸部には，日中，海風が著しく発達することが知られている。
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(5)植物相

日本列品における植物帯の分布に関して吉良龍夫（注 4) は，温度気候を基礎にして次の四区分を行

なっている。エゾマツ・トドマツを主体とする常緑針葉樹林帯。プナ・ミズナラを主体とする落葉広薬樹

林帯。モミ・イヌプナ クリ ・コナ―フ・ンアを主体とする暖帯落葉樹林帯。カシ・シイ ・クスを主体とす

る照葉樹林帯。以上の四区分の中で，沼津貝塚の存在する石巻地方は，暖帯落葉樹林帯に屈する。なお，

最近の植生調査（注 5)によれば，沼津貝塚周辺の植生は植林（スギ・アカマツ）地域，耕作地域とコナ

ラ・クリ林地域とに二大別される。この事実は，吉良の成果とも一致する。

(6) 気候，植生の変遷

日本列品における晩氷期以降の気候と植生の変造は，各地の花粉分析結果に基づいて，下部からL時代，

RⅠ時代、 R ll時代， Rilla時代，Rillb時代と区分されている（注 6) '゚-'-では， 安田喜悪の見解に基

づき（注 7)' 沼津貝塚が存在する石巻地方をも含む束北日 本（北海道を除く）について述ぺる。

(A) L時代。トウヒ屈 ・モ ミ属・ツガ屈・マツ属などを主体とする亜寒帯針葉樹林が生育していた。本

時代は，晩氷期と呼ばれる寒冷な時期で，年代はB.P.15000-B. P.10000年と考えられる。

(B) RI時代。亜寒帯針葉樹林にかわって，カパノキ屈・ナラ属・プナ屈などを主体とする落葉広葉樹

林が，その生育地を怠迷に拡大した。これはB.P.10000年頃におこ った急激な気候温暖化によるものとされ

年代はB.P.10000年-B.P.8000年と考えられる。

(C) R II時代。前代のカバノキ属が激滅し，コナラ屈・ニレ属・ケヤキ屈・ハンノキ屈・クルミ属・プ

ナ屈などを主体とする落葉広葉樹林が生育していた。このことは，前代以上に気候が温暖化，湿潤化した

ことを示すとされ，年代はB.P.8000-B. P.3000年と考えられる。

(D) Rill a時代。前代のコナラ属が滅少し，プナ屈・ カパノキ屈 ・ツカ属・モミ屈 ・マツ屈などを主体

とする落葉広葉樹林が生育していた。本時代の気候は冷涼化に伴って湿潤化したものと考えられる。年代

はB.P.3000-B. P.1500年と考えられる。

(E) Rillb時代。本時代は，人間による森林破壊が箸しくなったと考えられる時代で，イネ科 ・キク科・

ヨモギ屈・ギンギシ屈などの八間の生産活動と関係する花粉が多くなる。気候は前代と同じか，または幾

分温暖化したものと考えられる。年代はB.P.1500年以降と考えられる。

沼津貝塚に人間が，居住を開始したのは RII時代のことである。なお，過去において日比野粒一郎，安

田惑憲によって，本貝塚北側の水田，海抜5mの地点より花粉分析試料の採取が行なわれて いる（注 8)。

その堆積物の種類は泥炭堆積物で，時代は RII時代， Rill時代である。結果の公表は未だなされていな

い。

(7) 海面高度の変遷

日本列品における海面高度の変遷については，洪租世末以降に開始された汎世界的な気暖の温暖化に伴

う現象として説明されており，江坂痺弥（注9)によれば，一般に次のような海面高度の変遷が認められ

るという。縄文時代早期前葉頃にその当時の沖積低地面まで次第に海水が侵入し始め，早期末葉頃に急激

な海面上昇運動が起った。最大海進時はこの時期に求められ，これ以降，海面上昇運動はほぼ停滞し，中

期初頭以後，海面が下降するという海退現象が開始され，海岸線は徐々に現在の位誼へと後退し始めた。

なお，宮城県における海面店度の変遷に関して伊東信雄（注10)は，江坂涯弥と同様に最大海進時を縄

文時代早期末葉に求め，それ以降は海退の時期として考えている。

以上に述ぺた海面邸度の変遷は，沼津貝塚の存在する古稲井湾地域にもほぼ該当するものと考えられる。

注 l 菅原祐輔 1973年 「石巻地方の地理と地質」 r石券地方の歴史と民俗J

注 2 注 lと同じ

注3 日本地誌研究所 1971年 「気候」 『日本地誌J 第4巻

注4 吉良龍夫 1953年 「植物」 r日本地理新大系』第 1怨

注5 宮城県 1973年 r宮城県現存栢生図J

注6 中村純 1967年 r花粉分析J 古今杏院
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第 1図版 沼津貝塚の位置

注7 安田喜憲 1974年 「日本列島における晩氷JIil以降の植生変遷と人類の届住」 r第四紀研究』第13巻第3号

安田喜憲 1975年 「縄文文化成立期の自然環境」 r考古学研究』第21巻第4号

注8 安田喜悪 1974年 「日本列品における晩氷期以降の植生変遷と人類の居住」 r第四紀研究J 第13巻第3号

注9 江坂絣弥 1965年 「生活の舞台」 r日本の考古学J II 

注10 伊東信雄 1957年 「古代史」 r・出城媒史J I 

第三節 沼津貝塚の歴史的環境

沼津貝塚の歴史的環境を述べるに際しては，便宜的に一部北上川河口地域を含む古稲井湾地域に限定した。

また、原始時代（旧石器時代、縄文時代、弥生時代）、古代（古墳時代、奈良・ 平安時代），中世という

区分も便宜的なものである。

(1) 原始時代

(A) 旧石器時代

自然物の獲得経済段階にあった旧石器時代の追跡は，古稲井湾地域において現在のところ発見されてい

ない。
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(B)縄文時代

自然物の獲得経済段階にあった縄文時代の遺跡は，古稲井湾t膨或においては現在， 15遺跡発見されている。本

地域における縄文時代の発展段階は遺跡の数，遺跡の居住期間から三時期に区分される。

縄文時代早期後葉～前期前葉

本地域に おいて縄文時代の遺跡が営まれ始めた時期である。この時期の遺跡と しては沼津貝塚，

南境貝塚，明神山下貝塚があげ

られるが，追跡の居住期間は短
第1表 古稲井湾地域における縄文時代の遺跡とその時期

い。これらの遺跡から 発兄され

た遺物は少ない。

縄文時代前期中葉～中期前薬

本地域において縄文時代の遺跡

が滅少する時期である。この時期の

退跡としては沼津貝塚越田台迫跡

があげられる。これらの遺跡の居住

期間は短い。これらの追跡から発

見された遺物はきわめて少ない。

縄文時代中期中薬以降

本地域に おいて縄文時代の退

跡が増加する時期であ る。 この

時期の遺跡と しては沼津貝塚，

南境貝塚，小沢貝塚，明神山下

貝塚，小多田遺跡，永巌寺貝

塚，寺前貝塚があげられる。こ

れらの遺跡の居住期間は長く，

訊
１沼津貝塚

2永巌 寺貝 塚

3舘 山貝塚

4 Iリ1神山下貝塚
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発見された遺物もきわめて多い。 ※明神山下只塚からI埠暉土沿が発兄されている。

(C) 弥生時代
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現在，古稲井湾地域において知られている弥生時代の遺跡は沼津貝塚のみである。本貝塚からは弥生土

器とともに石庖丁が発見されている。このことから弥生時代の主な経済基盤は，縄文時代以来の自然物獲

得経済段階にあったものの， 本貝塚周辺のご く一部において谷地などを利用した小規模な水稲耕作が開始

されたと考えられる。

(2) 古代

(A)古墳時代

現在，古稲井湾地域において知られている古墳時代の遺跡としては沼津貝塚， ・田道町遺跡があげられる。

これらの遺跡からは塩釜式期の土師器が発見されているが，古瑣の築造は本地域には見ら れな い。しかし，

古稲井湾地域の南西，仙石線石巻駅の南西約 3kmの位四（石巻市門脇）に釜束古瑣・釜西古墳が存在する。

なお，本地域ではこの時代，弥生時代以来の水稲耕作が行なわれていたと考えられ る。

(B) 奈良 • 平安時代

この時代になると，古稲井湾地域も律令制度に基づく政治体制に組み入れられたも のと考 えられる。現

在， 本地域において知られている奈良時代• 平安時代の遺跡は沼津貝塚を含めて17遠跡を数える。この遠

跡数の急激な増加は弥生時代・古墳時代と比較して，相対的に生産力が邸ま ってきたこ とを示 し，その主な

経済的基盤は水稲耕作面積の拡大によるものと考えられる。なお，本地域には磯田貝塚， 平形貝塚，平形

山根貝塚などの貝塚も知られている。

(3) 中世

古稲井湾地域において中世の所産と考えられる舘跡は10を数える。各舘は鎌倉時代後期以降， 本地域を

も含む登米郡 ・牡鹿郡・桃生郡 ・気仙郡を 支配 した葛西氏の支配の下で構築されたと考えられる。また，
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本地域には数多くの板碑が存在する。主なものとしては長谷寺板碑群• 安楽寺板碑群 ・ 観音堂板碑群 • 八

津板碑群などがあげられる。板碑の分布は水沼，其野，高木地区に集中する傾向があり，沼津貝塚周辺は

希薄で出現時期も遅い。

この時代の経済的基盤は主に水田経営にあったが，それは自然条件と当時の技術的粂件とに大きく制約

され，近世以降と比較して不安定な状況下にあったと考えられる。

第 2図版 沼津貝塚周辺の遺跡分布図 （斜線箇所は縄文時代の遺跡）
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第2表沼津貝塚周辺の遺跡地名一 覧表

番号 遺跡名 遺跡所在地 時代 番号 遺跡名 遺跡所在地 時 代

l 沼津貝塚 沼津字出外 縄文～平安 43 陣ケ森舘跡 真野字半堂崎

2 永 巌 寺 貝 塚 泉町--T目 縄文， 平安 44 竹下舘跡 南境字竹下

3 舘山遺跡 湊字1渭動町 縄文 45 篇木舘跡 砧木字油畑 中世

4 明神山下貝塚 字殻町 縄文 46 京ケ森舘跡 沼津字京ケ森

5 内原遠跡 真野字小山 縄文，平安 47 平形舘跡 沢田字平形山

6 小沢貝塚 高木字小沢 縄文 48 出裳舘跡 沼津字越田 中世

7 南境貝塚 南境字妙兄 縄文 49 水沼古舘跡 水沼字小多田 中泄

8 小多田遠跡 水沼字小多田 縄文 50 三 日防舘跡 高木字小沢， 越田台追跡 沼津字越田 縄文， 平安 51 大瓜舘跡 八津字屋敷山 中世

10 堤 貝 塚 ill! 波字貉坂山 縄文，平安 52 牛ノ鞍舘跡 沢田字蕊沢田

11 垂水遺跡 流留才：垂水 縄文～中・111: 53 紐小坂舘跡 沼津字八幡山

12 台 A 遠跡 沢田字台 縄文 54 早坂山舘跡 渡波字早坂山

13 由利郷遺跡 沼津由利郷 縄文，平安 55 湊舘山舘跡 湊字不動町

14 入 遺 跡 沼津字入 縄文 56 零羊崎神社 真野字馬場山

15 五松山洞窟 八幡一丁目 奈良，平安 57 伊去波夜和気命神社 水沼字与市

16 湊小学校遠跡 湊町一丁目 奈良 58 鳥屋神社 羽黒町一丁目

17 箕桧山遺跡 稲井大瓜棚橋 奈良，平安 59 鳥屋崎神社 羽黒町二丁目

18 際 遺 跡 渡波字転石山 奈良 60 零羊崎神 社 字牧山

19 消水尻遺跡 字消水町一T目 奈良，平安 61 安楽寺跡 水沼字寺内

20 梅 ケ 丘 遺 跡 泉町一 「目 平安 62 脱鬼山寺跡 字船石前山

21 羽黒山遠跡 羽黒町・-T目 平安 63 明神山経塚 山下町一丁目

22 明神山遠跡 羽黒町二T目 平安 64 平形日影山経塚 沢田字平形日影山

23 台 B 遺跡 沢田字台 平安 65 沢田B影山マウンド 沢田字日影山

24 小供遺跡 沢田字小供 平安 66 絡坂山経塚 渡波字絡坂山

25 磯田貝塚 沢田字磯田 平安 67 多福院板碑群 吉野町一丁目

26 平形貝塚 沢田字平形 平安 68 長谷寺板碑群 真野字荘原 建治～天文

27 平形山根貝塚 沢田字平形山根 平安 69 吉祥寺境内板碑 高木字寺前 応永

28 広 見 山 貝 塚 沢田字広見山 平安 70 安楽寺跡板碑群 水沼字寺内 弘安～室町応泳

29 水 貫 山 遺 跡 南境字水頁山 平安 71 板 碑 水i召龍泉院境内 鎌倉

30 町 貝 塚 流留字町 中世 72 板 碑 水沼字寺中畑 無年号

31 取 楊 坂 貝 塚 流留字取揚 中世 73 板 碑 水沼字亀山畑 無年号

32 鹿松貝塚 渡波字鹿松 中世 74 板 碑 水沼字与市

33 鹿妻貝塚 鹿妻字山崎 中世，近世 75 板 碑 水沼字小多田 貞和

34 田道町遺跡 田道町二丁目 古墳～平安 76 観音堂板碑群 高木字竹下 永仁～室町

35 寺前貝塚 高木字寺前 縄文 77 板 碑 稲井字鷲ノ巣

36 水沼舘跡 水沼字舘下 中世 78 八津板碑群 稲井大瓜八津 南北朝～室町

37 鷲ノ巣舘跡 大瓜字鷲ノ巣 中世 79 板 碑 沢田字平形山根

38 南境舘跡 南境字舘山 中世 80 板 碑 沢田字駅前

39 小屋舘跡 真野字小山 中世 81 板 碑 沢田金山小学校束！

40 構 舘 跡 真野字八森山 中世 82 板 碑 沢田金山小学校西

41 寺 舘 跡 真野字山王山 中世 83 板 碑 真野字小山

42 大 和 田 舘 跡 大和田字竹下
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第四節沼津貝塚の研究史

沼津貝塚が初めて文献に現われるのは1773年と古く ， r安永二年牡鹿郡陸方沼津村風土記御用告出』に

おいてである。それによれば孤舘付近の畑，すなわち現在の沼津貝塚から石鏃や土器が発見されたことが

記されている。

第二次世界大戦以前の研究

このようにi召津貝塚は古くから知られていたものの，学術的な価値が認識されるようになったのは20世

紀初頭頃からである。石巻在住の研究者，毛利総七郎， 遠藤源七は， 常にアカデミックな研究者（注

1)と密接な連絡を取りながら，1909年から 1930年までの20余年間にわたって本貝塚の継続的調査を実施

した（注 2)。その結果，縄文土器をはじめとする各種の土製品，石製品，骨角製品など膨大な数にのほ'

る遺物が発見された（注 3)。これらの遺物について両名は常に公開するという立場を貫いたため（注 4)'

本貝塚の遺物は多くの研究者の研究材料 となった。とくに本貝塚の骨角製品の研究が盛んに行なわれ，そ

のなかには現在の縄文時代の研究にとって欠くことのできない研究 論文も数多い。また， 毛利， 遠藤

自らも長年にわたる本貝塚発掘調査の総括として r陸前沼津貝塚骨角器図録」，及び r陸前沼津貝塚骨角

器図録解説』を出版した。以上のような経過から，本貝塚はわが国でもきわめて著名な遺跡の一つに数え

られるに至った。

第二次世界大戦以後の研究

第二次世界大戦以後は，それまで蓄積されてきた考古学の成果が国民にも浸透した時期である。沼津貝

塚も数多くの研究成果の公表によって研究者の間ばかりでな く， 国民にも広く紹介され，本貝塚の知名度

は一段と甜くなった。その知名度の高さは主に遺物によるものであったが， 最近，林様作は仙台湾沿岸地

域における縄文時代の社会の発展に関する試論の中で，本貝塚を取り上げている（注 5) 。 これは沼津貝

塚に関する研究としては新しい研究の部類に属するであろう。 1945年以降における本貝塚の発掘調査とし

ては， 1958年に多床考古学会が実施した澗査，1963年に東北大学文学部考古学研究室が実施した調査，

1967年に宮城県教育委員会が実施した調査があげられる。これらの調査では，いずれも多殿の遺物が出土

した。

注l 沼津貝塚を訪れた主な研究者としては江兄水陰，大山柏，喜田貞吉，梢野謙次，小金井良精，後藤守ー，直良信夫．柴

田常忠，杉山寿栄男，店ほ健自，中谷治宇治郎，長谷部註人．柳田国男，八幡一郎．山内清男などがあげられる。

注2 発掘調査地域は本貝塚の北側，貝層の散布する斜面で，畑の区面を利用して 1区から13区に区分して糾査を実施し

たが，各地の全面積を発掘したのではない。また．碁盤に達するまで深く掘り下げて調査した区はきわめて少ない。

注3 本貝塚出土遺物のうち473点が国の阻要文化財に指定されている。

注4 毛利，遠藤は，本貝塚出土遺物を研究者に公開したばかりでなく ，毛利邸内に石巻考古舘を建設して，資料
の収集，9呆管を行ない，一般の兒学者にも公開した。なお，本貝塚がきわめて有名なのにもかかわらず，発掘調

在が両名のみによって実施され，その出土遺物の散逸がき わめて少ないということ も注目に値する。

注5 林謀作 1974年 「縄文期の集団領域」 r考古学研究J 第20巻第4号

第3表沼津 貝 塚 の 発 掘 調 査 と 主 要 関 係文献

1773年 文献 r安永二年牡鹿郡陸方沼津村風土記御用告出』 「比辺畑より今二矢ノ根井瓦かわら

け等の類出申候事」と沼津貝塚について記している。

1909年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は H-2グリット（第 1区）

1911年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は F-2グリット（第9区）

1918年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は F-2グリット（第 9区）

1919年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は F-2グリット， F-2グリ ット （第10区）

1920年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は E-2グリット（第11区）

1925年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は I-2グリッ ト，J-2グリッ ト （第 3区）
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1926年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は H-2グリット（第 1区）

文献 長谷部言人「燕形鈷頭」 r人類学雑誌」第41巻第3号 燕形鈷頭という概念規定を

行なっている。

1927年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は I-3グリット（第 5区）， H-3グリット，

1-3グリット（第 6区）

1928年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は I-3グリット（第 5区）， H-3グリット，

1-3グリット （第 6区）

文献 束京帝国大学 r日本石器時代遺物発見地名表』増訂第5版

文献 杉山寿栄男 r日本原始工芸』

1929年 発掘 毛利総七郎，遠藤源七 発掘地域は J-3グリット（第4区）

1930年 発掘 毛利総七郎，遠藤渡七 発掘地域は G-2グリット， G-3グリット（第 7区），

G-2グリット（第8区）

1932年 文献 大山 柏「F生前国稲井村沼津貝塚に就いて」 r史前学雑誌』第 4巻第 1号 1929年

4月23日，大山柏，小金井良精，長谷部言人，杉山寿栄男が沼津貝塚の発掘を兄学し

た際， J-3グリッ ト （第 4区）から成人人骨一体が発見された ことを記している。

文献 大山 柏「陸前国稲井村沼津貝塚出土の一部骨角器」 r史前学雑誌』第 4巻第 1号

毛利総七郎，遠藤源七が大山史前学研究所に寄贈した骨角器を紹介している。

1936年 文献 喜田貞吉「日本石器時代の終末期に就いて」 rミネルヴァ』第 1巻第 3号 沼津貝

塚において戴水産貝だけを出土する場所と，淡水産貝だけを出土する場所があるとい

うことを指摘している。

文献 山内消男「日本考古学の秩序」 『ミネルヴァ』第 1巻第4号 「喜田博士は陸前沼

津貝塚に絨水産と淡水産貝を出す部分があり共に亀ケ岡式を出す。それ故亀ケ岡式は

長期に亘っていると推定されているが，この場合にも夫々亀ケ岡式中の如何なる細別

型式に属するかを調査されたら面白いと思う。」と述べている。

1939年 文献 甲野 勇「弾形角製品に就いて（上）」 r考古学雑誌』第29巻第 9号 従来，弾形

角製品と呼称されていた角製品を弾と考えた。

文献 甲野 勇「弾形角製品に就いて（下）」 r考古学雑誌J第29巻第10号
文献 甲野 勇「所謂澤昇袋のロミに就いて」 r人類学雑誌J 第54巻第 2号 従来，浮袋

の口と呼称されていた角製品を弾形角製品と同様な機能を持つものと考えた。

1940年 文献 毛利総七郎，遠藤源七 『陸前沼津貝塚骨角器図録』 毛利総七郎，遠藤源七が長年

にわたって発掘調査を実施した沼津貝塚の出土遺物を多数収録している。

1952年 文献 加藤 孝「阿武隈，北上両河岸段丘，並びに松品湾諸品に於ける貝塚の分布と ，その

編年」 r宮城学院女子大学研究論文躾』 II 沼津貝塚に泥炭層が存在することを指

摘している。

1953年 文献 毛利総七郎，遠藤源七『陸前沼津貝塚骨角器図録解説』

1957年 文献 伊束信雄 「古代史」 r宮城県史』 I
1958年 発掘 多床考古学会 発掘地域は C-7グリット。発掘期間は 7月23日-25日。出土した

遺物は縄文土器（大木8b式，大木 9式，門前式，宝ケ峰式，金剛寺式）をはじめと

Iする土製品，石製品，骨角製品である。

1959年 文献 酒詰仲男 『日本貝塚地名表』

1960年 文献 楠本政助「宮城県南境貝塚出土の離頭鈷頭について」 r束北考古学』 1 従来，角

鏃と考えられていた角製品は，実は古い型式の離頭鈷（古式離頭鈷）であるというこ

とを明らかにしている。

1962年 文献 束北大学文学部束北文化研究所「沼津貝塚出土石器時代遺物」 r東北大学文学部束北

文化研究所考古貧料』第一媒 毛利総七郎，遠藤源七が沼津貝塚出土遺物を東北大

学に譲渡した。本狛，及び第二梨，第三集はその一部を紹介したものである。

1963年 発掘 束北大学文学部考古学研究室 発掘地域は J-2グリット。発掘期間は10月17日～

12月。発掘面積はs1m。出土した遺物は縄文土器 （下層からは南境式，上層からは大
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洞 B式～大洞 A'式が出土した）をはじめとする土製品，石製品，骨角製品である。

文献 東北大学文学部日本文化研究所「沼津貝塚出土石器時代遺物」 IIr東北大学文学部日

本文化研究所考古貧料』第二躾。

1964年 文献 楠本政助 r石巻周辺の遺跡についてJ 沼津貝塚から縄文時代前期大木 5式，大木

6式土器が発見されることを記している。

文献 東北大学文学部日本文化研究所「沼津貝塚出土石器時代遺物」 mr束北大学文学部日

本文化研究所考古衣料J 第三躾

1965年 文献 井上郷太郎，大谷剋， 星野佐和子，佐々木蔵之助「宮城県牡鹿郡稲井町沼津貝塚調査

報告」 『多床考古』 7 1958年， 多店考古学会が実施した沼津貝塚の発掘調査報告

である。

1967年 発掘 宮城県教育委員会 発掘地域は H-3グリット， H-4グリット（遺跡の中央を南

北方向に走る迫路，西側に平行して設定した 2m X20mのトレンチ），H-6グリッ

ト（同じく 2.5mX7 .5mのトレンチ） 。発掘期間は10月 5日-20日。 H-3グリット，

H-4グリソトから出土した遺物は縄文土器（大木 9式，大木10式，南境式，晩期後

I葉）をはじめとする土製品，石製品，骨角製品である。 H-6グリットから出土した

遺物は縄文土器 （中期後薬）をはじめとする土製品，石製品である。

1968年 文献 伊束信雄「宮城県牡鹿郡稲井町沼津貝塚」 r日本考古学年報J 16 1963年，束北大

学文学部考古学研究室が実施した沼津貝塚発掘調査の概要を記している。

1969年 文献 渡辺 誠「燕形離頭鉗頭について」 r古代文化』第21巻第 9・10号 沼津型離頭含舌

頭という概念規定を行なっている。

1970年 文献 丹羽 茂「宮城県沼津貝塚発見の石庖丁」 『しのぶ考古』 1 沼津貝塚から発見さ

れた石庖丁を紹介している。

1971年 文献 堀野宗俊「仙台湾周辺発見の貝刃について」 r仙台湾J 創刊号 沼津貝塚から発見

された貝刃を紹介している。

1972年 文献 後藤勝彦「東北 に於ける古代製塩技術の研究」 r宮城史学』 2号 沼津貝塚から縄

文時代晩期の製塩土器が発見されたことを記している。

文献 金子浩昌「沼津貝塚出土の骨角製品」 r仙台湾』第 2号 沼津貝塚から出土した卦

角製品の索材について記している。

文献 渡辺 誠「縄文時代における植物質食料採集活動の研究」 r古代文化J 第24巻第 5. 

6号 沼津貝塚から縄文時代晩期に屈するクルミが発見されたこ とを記している。

文献 藤沼邦彦「沼津貝塚」 『日本考古学年報』20 1967年，宮城県教育委員会が実施 し

た沼津貝塚発掘調査の概要を記している。

1973年 文献 楠本政助「先史」 r矢本町史J 第 1巻 沼津貝塚から発見された多数の遺物を紹介

している。また， 1963年，束北大学文学部考古学研究室が実施した沼津貝塚発掘調査

の写真も収録している。

1974年 文献 林 謙作「縄文期の梨団領域」 r考古学研究』第20巻第 4号 仙台湾沿岸地域にお

いて縄文時代中期末薬から晩期末葉まで集落が営なまれる追跡として沼津貝塚をあげ

ている。

第五節沼津貝塚の分布調査

沼津貝塚における分布調査（注 I)はグリット方式を採用した。グリットは20m四方のもので， 1975年

1月に実施した沼津貝塚平面図作成の際，設敗した基準杭TAl3と史跡地区界を示す杭50を結ぶ線を基準

線とした（附録(4)沼津貝塚グリット配誼，及び遺物包含層分布図参照） 。グリットは史跡指定地区を中心

として設定したもので，名称は基準線にはアルファベッ ト， その直交線上にはアラ ピア数字を用いた。以下，

各グリットにおける分布調査の概要を示す。
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第4表各グリ ッ トに おける 分 布 調 査結果の概要

区 名 地 目 状 況

A-6 山林 観察不可能

A-7 山林，畑地 縄文土器少数

A-8 畑地 縄文土器少数，土師器少数，須恵器少数

A-9 畑地 縄文土器少数，土師器少数，須恵器少数

8-1 畑地 縄文土器少数

8-2 畑地 縄文土器少数

8-3 山林，畑地 縄文土器少数

8-4 山林，畑地 縄文土器少数

8-5 畑地，神社参道 縄文土器少数

8-6 畑地 第6遺物包含層 ：ハマグリ主体，縄文土器多数（中期大木9式，大木10式）

第10}む拗包含層 ：ハマグリ，カキ主体，縄文土器多数（後期南境式，宝ケ蜂式）

8-7 畑地 第lR.物包含陪：ハマグリ，カキ主体，縄文土器多数（後期南境式 ，宝ケ峰式）

第13遺物包含層 ：アサ リ主体，縄文土器多数（後期宝ケ雌式，金剛寺式）

8-8 畑地 第13遠物包含層：アサリ主体，縄文土器多数 （後期宝ケ峰式，金剛寺式）

8-9 畑地 縄文土器多数（後期南境式，宝ケ峰式，晩期）

C-1 畑地 縄文土器少数

C-2 畑地 第20追物包含層：シジミ主（本，縄文土器多数（晩期大洞C2式～大洞A'式）

C-3 畑地 第4追物包含層：ハマグリ，カキ主体，縄文土器多数 （中期大木 9式，大

木10式）
第20遺物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式～大洞A'式）

第24退物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

C-4 畑地 第4遠物包含層：ハマグリ，カキ主体，縄文土器多数 （中期大木 9式，大

木10式）

C-5 畑地，神社参道 第26遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

C-6 畑地 第101!許勿包含層 ：ハマグリ，カキ主体，縄文土器多数（後期南境式 ，宝ケ峰式）

第26遠物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

C-7 畑地 第10遺物包含層 ：ハマグリ，カキ主体，縄文土器多数（後期南境式，宝ケ峰式）

第13退物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峰式，金剛寺式）

C-8 畑地 第7迫物包含層 ：ハマグリ主体，縄文土器多数（中期大木9式，大木10式）
第13遺物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峰式 ，金剛寺式）

C-9 畑地 縄文土器多数（後期）

D-1 水田，畑地 第11遺物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峰式）

第20遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式～大洞A'式）

0-2 畑地 第5遺物包含層 ：ハマグリ，カキ主体，縄文土器多数 （中期大木 9式，大

木10式）
第11遺物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峠式）

第20遠物包含層：シ ジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式～大洞A'式）

0-3 畑地 第5遺物包含層：ハマグリ ，カキ主体，縄文土器多数 （中期大木 9式，大

木10式）

第11遠物包含層 ：アサリ 主体，縄文土器多数 （後期宝ケ峰式）

第12遺物包含層：アサリ主体，縄文土器多数 （後期宝ヶ培式）

第24遠物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

D-4 畑地 第12遠物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峰式）
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区名 地 目 状 況

0-5 畑地，神社参道 第26遠物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）
グリッド全体 ：縄文土器多数（中期，後期，晩期）

D-6 畑地 第26遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数 （晩期大洞A式 ，大洞A'式）

D-7 畑地 第3遺物包含層：縄文土器少数（前期大木 1式）

第7遠物包含層：ハマグリ 主体，縄文土器多数 （中期大木9式，大木10式）
第27遺物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

グリッド全体：縄文土器多数（後期）

D-8 畑地，休閑地 第7追物包含層 ：ハマグリ主体，縄文土器多数（中期大木9式，大木10式）
第17追物包含層：アサリ主体，縄文土器多数（後期金剛寺式）

第27遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式），土師器少数

D-9 畑地，（木閑地 縄文土器少数

D-10 畑地休I渕地 般察不可能

E-1 水田，畑地 第11遺物包含層：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峰式）

E-2 畑地 第5遺物包含層 ：ハマグリ ，カキ主体，縄文土器多数（中期大木 9式，大

木10式）
第11追物包含層：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峠式）

第21追物包含層：シ ジミ主（本，縄文土器多数（晩期大洞C2式）

E-3 畑地 第 1遺物包含層：縄文土器少数（前期大木 l式）
第21追物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式）

E-4 畑地 縄文土器少数

E-5 畑地，神社参道 縄文土器多数（後期，晩期）

E-6 畑地 縄文土器多数 （後期，晩期），須恵器少数

E-7 畑地 第3遺物包含層 ：縄文土器少数（前期大木 l式）
第27遺物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

E-8 畑地 第27遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

E-9 畑地，休閑地 縄文土器少数

E-10 水田 観察不可能

F-1 水田，畑地 第21追物包含層 ：シジ ミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式）

F-2 畑地 第16遺物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期金剛寺式）

第19迫物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（晩期大洞BC式， 大洞C1 
式）

第21追物包含層 ：シジミ主（本，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

F-3 畑地 第19遺物包含層： アサリ主体，縄文土器多数（晩期大洞BC式，大洞C1式）
第21遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）
第29追物包含層：弥生土器少数（大泉式）

F-4 第29遺物包含層 ：弥生土器少数（大泉式）

F-5 畑地神社参道 縄文土器多数 （後期，晩期），須恵器少数

F-6 畑地 縄文土器多数（後期，晩期），須恵器少数

F-7 畑地 第27遺物包含層 ：シ ジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式）

F-8 畑地，休l渕地 第15迫物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ蜂式～晩期大洞C1

式）

第18遺物包含層 ：アサリ 主体，縄文土器多数（後期～晩期大洞 B式）

第27逍物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式，製塩土器）

F-9 畑地，休閑地 第15迫物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（後期宝ケ峰-I犯切大洞C1 

式）
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区 名 地 目 状 況

F-10 水田 観察不可能

G-1 水田，畑地 縄文土器多数 （中期大木 9式，大木10式，後期，晩期）

G-2 畑地 第19遺物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（晩期大洞BC式，大洞C1式）

第25遠物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞A式，大洞A'式，

製塩土器）

G-3 畑地 第2遺物包含層 ：ハマグリ主体，縄文土器多数（中期大木9式， 大木IDA,後期南境式）

第19遺物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数（晩期大洞BC式 大洞C1式）

第25退物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大i同ん式，大洞A'式，製塩土器）

G-4 畑地 第29追物包含層 ：弥生土器少数（大泉式）

G-5 畑地，神社参道 縄文土器多数 （中期，後期，晩期）

G-6 畑地 第8遺物包含層：縄文土器多数（中期大木9式，大木10式，後期，晩期）

C-7 畑地 第14遺物包含層：カキ主体，縄文土器多数 （後期宝ケ峰式）

第15遺物包含層 ：アサリ 主体，縄文土器多数 （後期宝ケ峰式～晩期大洞Ct

式）

第23遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式～大洞A'式）

G-8 畑地 第15遺物包含層 ：アサリ主体，縄文土器多数 （後期宝ケ蜂式～晩期大洞C1

式）

第23遺物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式～大洞A'式）

G-9 灯lit也，休閑地 第15追物包含層： アサリ 主体，縄文土器多数（後期宝ケ蜂式-I挽期大洞C1

式）

G-10 水田 観察不可能

H-1 市追，宅地 観察不可能

H-2 市道，宅地 観察不可能

H-3 市道，宅地，畑地 第 9遺物包含層：カキ，アサリ主（本 （後期南境式～金剛寺式，晩期大洞 B

式～大洞 C1式）

H-4 市道，畑地 縄文土器少数

H-5 市道，畑地 縄文土器少数，土師器少数

H-6 市道，畑地 第 8遺物包含層 ：縄文土器多数 （中期大木 9式，大木10式，晩期）

H-7 市道，畑地 縄文エ器少数

H-8 市道，宅地，畑地 縄文土器少数 （後期）

H-9 宅地，水田 観察不可能

I -1 宅地，休閑地 観察不可能

I -2 宅地休閑地 観察不可能

1-3 畑地 第 9遺物包含層：カキ，アサリ主体，縄文土器多数（後期南境式～金剛寺

式，晩期大洞 B式～大洞C1式）

第22遺物包含層：シジミ 主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式）

I -4 畑地 縄文土器多数，土師器少数，須恵器少数

I -5 畑地 縄文土器少数，須恵器少数

I-6 畑地，竹林，宅地 縄文土器少数

J-1 休閑地 観察不可能

J-2 休閑地 観察不可能
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区名 地 目 状 況

J-3 畑地 第 9遠物包含層：カキ，アサリ主体，縄文土器多数（後期南境式～金剛寺

式 晩 期 大 洞B式～大洞C1式）

第22遺物包含層 ：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞 Cz式）

J-4 畑地 縄文土器多数，土師器少数，須恵器少数

J-5 畑地 縄文土器少数，須恵器少数

J-6 畑地，竹林，宅地縄文土器少数

K-1 宅地休閑地 観察不可能

K-2 畑地，休閑地 観察不可能

K-3 畑地 第22遠物包含層：シジミ主体，縄文土器多数（晩期大洞C2式）

K-4 畑地 縄文土器少数

K-5 畑地 縄文土器少数

L-1 宅地，休閑地 観察不可能

L-2 畑地，休閑地 観察不可能

L-3 畑地 縄文土器少数

L-4 畑地 縄文土器少数

L-5 畑地，宅地 ァ 縄文土器少数

M-1 宅地，休閑地 観察不可能

M-2 (木I渕地 観察不可能

M-3 畑地（木閑地 観察不可能

M-4 畑地休閑地 縄文土器少数

M-5 畑地宅地 縄文土器少数

以上，グリットを設定した地域の分布調査結果を表に示したが，今回の調査によってグリット設定地域

外からも追物が散布する場所が発見された。その概要を述べる。

A (第 l図版，第2図版参照）

沼津貝塚が存在する丘陵北斜面に位散する。指定地区からは東北東の位説にあり，現在は畑として利

用されている。追物は縄文土器少数，石鏃 1点が発見された。

B (第 1図版，第2図版参照）

沼津貝塚が存在する丘陵南斜面に位限する。指定地区からは東の位既にあり ，現在は山林，屈道，水

田として利用されている。追物はハマグリ，アサリ 等の自然遺物が多数発見された。

C (第 1図版，第 2図版参照）

沼津貝塚が存在する丘陵南斜面に位骰する。指定地区からは東の位骰にあり，現在は畑として利用さ

れている。追物は土師器，アサリが少数発見された。

注 l 今回の分布調査に際しては，I批北小学校児童有志の協力を得た。
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第六節弟ノヽ且n 沼津貝塚の遺構

現在までに沼津貝塚から発見された迫楠（注 I)としては，迫物包含附があげられる（注 2)。これ

は中村光一氏による綿密な分布調査，今回の分布調査，過去における発掘調査とを考胞に入れて推定

したものである（注 3)。この追物包含阿は各々一つのまとまりを成し，時期が異なるとそれが存在す

る位説も変化する。以下，本貝塚における追物包含層の概要を表と図に示すが，各々の遺物包含層に

は便宜的に番号を付けた。

注1: 大井睛男0966年r野外考古学J)は， r遠構とは，その地点における彼らの行動のうちで，それらの位討的関係

が意識的に固定されていたと考えられるものを指す」と遠構に関して概念規定を行なっている。

注2: 大山柏(1932年「陸前国稲井村沼津貝塚に就いてf史1ifl学雑誌J第4巻第1号）は， 1929年に毛利総七郎，遠藤源

七が実施した本貝塚J-3グリット（第4区）の発掘関査において，成人人ft一体が発兄されたことを記し

ている。これは，埋葬の遠構としての可能性が考えられるが，その詳細が不IIJJなのでここでは除外した。
また，楠本政助(1973年「先史」r矢本町史J第1巻）は， 1963年に東北大学文学部考古学研究室が実施した本貝塚

J-2グリットの発掘糾］査において，縄文時代晩期初頭に属する住居跡の中における炉跡が発兄されたことを記
している。しかし，発掘問査者である伊束信雄(1968年「宮城県牡鹿郡稲井町沼津貝塚f日本考古学年報Jl6)は，
それについてふれていない。よって，ここでは一応除外した。

注3: この遺物包含層の推定は主に表面砒J査によるものであり．地表下に埋蔵されている遠物包含層とは若干の相違

が考えられる。

第5表 各 時期 毎 の遺物 包含 層の概要

時期 包含層 位説（グリッド名） 標硲(ml 状 況，備 考

大木1式期 第1遺物包含層 D -2, D-3, E-2, E-3, E-4 17-20 貝層は形成しない。

第3遺物包含層 D-7, E-7, F-7, G-7 18-20 貝層は形成しない。

大木9式期 第2遺物包含層 G-3, G-4 18-20 ハマグリ主体，大木Sb式も採集される。

大*10式Jg) 第4遺物包含層 B-3, B-4, C-3, C-4 23-25 ハマグリ主体，大木8b式も採集される。

第5遠物包含層 D-2, D-3, E-2, E-3 16-20 ハマグリ主体，大木8b式も採集される。

第6遺物包含層 B-6, C-6 20-24 ハマグリ主体，大木8b式も採集される。

第7遺物包含層 C-7, C-8, D-7, D-8 15-18 ハマグリ主体，大木Sb式も採集される。

第8遺物包含層 G-5, G-6, H-5, H-6 17-19 貝層は形成しない。大木8b式も採集される。

南境式期 第2遺物包含層 G-3, G-4 18-20 ハマグリ主体

第9遺物包含層 H-2, H-3, 1-2, 1-3, J-2, J-3 17-20 ハマグリ，カキ主体

第10遺物包含層 B-6, B-7, C-6, C-7 17-23 ハマグリ主体

宝ケ［朽式期 第9遺物包含層 H-2, H-3, 1-2, 1-3, J-2, J-3 17-20 アサリ主体

第10遠物包含層 B-6, 8-7, C-6, C-7 17-23 ハマグリ，カキ主体

第11遺物包含層 C-2, D-1, D-2, D-3, E-1, E-2, E-3 15-20 アサリ主体

第12遺物包含層 0-3, 0-4, E-3, E-4 20-22 アサリ主体

第13遺物包含層 B-7, B-8, C-8, D-7 14-20 アサリ主休

第14遠物包含層 G-7 15-17 カキ主体

第15遺物包含層 F-8, F-9, G-7, G-8, G-9, H-8 12-15 アサリ主体
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時期 包含防 位骰（グリッド名） 探硲(m) 状 況， viii 考

金岡時式J削 第9遺物包含層 H-2, H-3, 1-2, 1-3, J-2, J-3 17-20 アサリ主休

第13適物包含層 8-7, 8-8, C-7, C-8, 0-7 14-20 7サリ主体

第15遺物包含層 F-8, F-9, C-7, C-8, C-9, H-8 12-15 アサリ主体

第16遺物包含層 F-2 17-19 アサリ主体

第17遥物包含層 D-8, D-9, E-8, E-9 12-14 アサリ主体

第18遺物包含層 F-8, G-8 19-21 アサリ主体

大洞B式期 第9遠物包含層 H-2, H-3, 1-3, J-2, J-3 17-20 アサリ主体

第15遺物包含層 F-8, F-9, G-7, G-8, G-9, H-8 12-15 アサリ主体

第18遺物包含培 F-8, G-8 19-21 アサリ主体

大洞BC式 第9遺物包含K1 H-2, H-3, 1-2, 1-3, J-2, J-3 17-20 アサリ主i木

大洞C1式期 第15遺物包含層 F-8, F-9, G-7, G-8, G-9, H-8 12-15 アサリ主休

第19遺物包含層 E-2, E-3, F -2, F -3, G-2, G-3 16-20 アサリ主体

大洞Czjl凋 第20遺物包含層 C-1, C-2, C-3, 0-1, 0-2, 0-3 15-22 シジミ主体

第21遠物包含層 E-1, E-2, E-3, F-1, F-2, F-3 15-20 シジミ主体

第22遺物包含層 H-2, I-J, 1-2, 1-3, J-1, J-2, J-3, K-2, K-3 17-20 シジミ主体

第23遠物包含層 G-7, G-8, H-7, H-8 14-15 シジミ主体

大洞A式期 第20遺物包含層 C-1, C-2, C-3, D-1, D-2, D-3 15-22 シジミ主体

大洞A'式拇l第23遺物包含層 G-7, G-8, H-7, H-8 15-15 シジミ主体

第24迫物包含層 C-3, C-4, D-3, D-4 20-23 シジミ主体

第25遺物包含枡 G-2, G-3, H-2 16-20 シジミ主体

第26遺物包含層 C-5, C-6, D-5, D-6 23 シジミ主体

第切遺物包含層 D-7, D-8, E-7, E-8, F-7, F-8 15-18 シジミ主体

大泉式柑I第28遺物包含層 G-3 17-18 シジミ主体

（弥生時代）第29遺物包含層 F-3, F-4, G-3, G-4 20 貝層は形成しない。

-ヘ-、 ------、
**'太期の遺物a含層 **9式期.**'o公期の遺物a含層

第 3図 版 各時期毎の遺物包含層の位置
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南境式期の遺物包含層

金閉寺式期の遺物包含層

---------------大洞 BC式期．大消c,式期の遺物包含層
大洞c,式期の遺物包含層

~ 

大洞 A式期．大洞A'式JIii<',遺物包含層 大泉式期 （弥生昧代）の遺物包含層

第 3図版 各時期毎の遺物包含層の位置

第七節沼津貝塚の遺物

沼津貝塚から発見されている遺物としては土製品，石製品，骨角製品，自然遺物があげられる。その大部分は数多

くの文献（第 3表参照）によ って紹介されている。 しかし，本貝塚からは弥生時代以降の追物も少数なが

ら発見されている。

(1淀召津貝塚から発見された各時代の遺物

縄文時代： 縄文土器（大木 l式，大木5式，大木6式，大木8b式，大木9式，大木10式，南境式，

宝ケ峰式，金剛寺式，大洞B式，大洞BC式，大洞C1式，大洞C2式，大洞A式，大洞A'式）をは

じめとする土製品，石製品，骨角製品，自然遺物が発見されている。なお，縄文土器のうち，大木5式，

大木6式は今回の調査では 1点も発見できなかった。

弥生時代 ：弥生土器（大泉式）をはじめとする土製品， 石製品 （石庖丁，アメリカ式石鏃等），自然遺
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物が発兄されている。

古墳時代 ：土師器（塩釜式）をはじめとする土製品が発兄されている。

奈良 • 平安時代： 土師器，須恵器をはじめとする土製品が発兄されている。

(2沼津貝塚から発見された自然遺物 （注 1)

軟体動物I』'J 腹足網 ：工ゾアワピ，ユキノカサ，イシダタミ ， コシダカガンガラ，クポガイ ，スガイ，

マメタニシの一種，オオヘピガイ，カワニナ，ヘナタリ，ウミニナ，ツメタガイ ，カヅ

ラガイ ，パウシウポラ，アカニシ， レイシ，イポニシ，クリフレイシ， ヒメエゾポラ，

バイ ，オカモノアラガイ， トカシオリレイ， トクサガイ，コゲチャダケ，ナミコギセル，

オカチョウジガイ類， ヒダリマキマイマイ， コタマガイ

掘足網：ャッカドッノガイ

斧足網：カリガネエガイ，コベルトフネガイ，アカガイ，サルポウ，ベンケイガイ，イ

ガキ，ムラサキインコ，アヅマニ シキ，ホタテ ガイ， カキ，イタポガキ，ヤマトシジミ，

ニホンシジミ ，ウネナシトマヤガイ，ウチムラサキ，ハマグリ，カガミガイ，オキシジミ， オ

ニアサリ ，アサリ ， ゥバガイ ， シオフキ， アリソガイ， ミルクイ ，マテガイ，オオノガイ

脊椎動物門 魚綱：マグロ，ニシン類，スズキ，クロダイ，マダイ，サパ類，タチ ウオ，ヒラ メ， カ

ワハギ類，フグ類

両生綱 ：ウミガメ

島網： .!l骨は多数発兄されているが，その詳細は不明である。

哺乳綱：ニホンジカ，エゾジカ，イノシシ，アナグマ，イタチ，キッネ，タヌキ，ツキ

ノワグマ，オオカミ ，ニホンイヌ 1 ノウサギ，クジラ，イルカ， トド，オキゴンドウ，

オットセイ

植物遠存体 クルミ

(3沼津貝塚から発見された遺物の主な保管場所

石巻市教育委H会 ：縄文時代（前期，中JIil,後期，晩期），弥生時代， 奈良 • 平安時代の遺物を保管

している（第4図版～第13図版， 第27図版，第28図版参照）。

宮城県教育委具会（注 2) : 縄文時代（中JIil,後期，晩期）の追物を保管している（第14図版～第19

図版参照）。

梢水 毅（仙台市土樋） ：縄文時代（中期）の追物をi呆管している（第20図版，第21図版参照）。

毛利 伸 （石巻市住吉町）：縄文時代（中期，後期，晩期），古墳時代の遠物を保管 している（第22

図版～第26図版，第29図版～第31図版参照）。

束北大学文学部考古学研究室（注 3) : 縄文時代（中期，後期，晩期）の遺物を保管している。

八王子市立郷土賀料館（注4) : 縄文時代 （中期，後期）の退物を保管している。

石巻考古学研究所：縄文時代 （前期，中期，後期，晩期）の遺物を保管している。

石巻邸等学校人文科学部 ：縄文時代 （後期，晩期）の遺物を保管している。

佐々木岱夫（仙台市沖野）：縄文時代 （後期）の遺物を保管している。

以上，沼津貝塚から発兄された迫物の概略を述ぺたが，本術では既刊の文献に未だ紹介されていない追

物を中心として．その図而を収録した（第 4図版～第31図版参照） （注 5)。

注I 沼油貝塚から発兄された自然遺物の集成に際しては，阿部忠氏のご御示と以下の文献を参名にした。
毛利総七郎．遠藉源七.1953年 r陸前沼津貝塚廿角器図録解説J

金子浩、'] 1972年 q召津貝塚出土の骨fり製品」 r仙台湾』第 2号

渡辺 誠 1972年 「縄文時代における植物伐氏科採集活動の研究」 r古代文化J 第24巻第 5・6号

注2 1967年に出城県教tl,委U会が実施した発掘調査による出土遺物を保行している。

注3 毛利総七郎．遠藤源七が寄賠 した遺物と, 1963年に凍北大学文学部考古、学研究至が尖施した発掘調査による出
土遠物を保管している。

注4 1958年に多1ft"/!; 古学会が実施した発掘批l査による出土遺物を保管している。

注5 遺物の紹介に際して．宴城県教脊委!1会．渭水毅氏．毛利伸氏には資料の提示を受け．東北大学文学部考古学研究
室．東北歴史資料館．尚銅女学院．工藤雅樹氏には種々のf梃立をはかってmいた。また．以下の諸氏．及び懐l関
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からは次のような協力を得た。

藤沼邦彦氏 （縄文時代晩期，弥生時代の土沿について教示を得た。）

丹羽 茂氏（第14図版 2'第16図版 1' 第17図版 2の縄文土沿実測図作成について協力を得た。）

阿部忠氏（骨角製品の索材について教示を得た。）

尚銅女学院位j等学校地学研究室（石製品の索材について教示を得た。）

第 八節総 括

1. 沼津貝塚は20世紀初頭以来，現在に至るまで縄文時代の研究にとって極めて重要な役割を果した遺跡と

して有名である。とりわけ，本貝塚出土の骨角製品は，縄文時代の生産活動の一部門としての漁榜活動の

研究に多くの衣科を提供し続け，その一部は国の重要美術品に指定されている。また，日本における考古

学研究の歴史がそうであるように，本貝塚における研究の歴史も，民間の研究者によって力弥く推し進め

られてきた。このように，沼津貝塚は日本の考古学研究、中でも縄文時代の研究の歴史を知る上で貴重な

退跡と考えられる。

2. i召津貝塚から発兄された退物としては，縄文時代（前期大木 1式，大木5式，大木 6式，中期大木8b

式，大木9式， **10式，後期南境式宝ケ峰式，金剛寺式晩期大洞B式，大洞BC式，大洞C1式，

大洞C 2 式，大洞 A式， 大洞 A' 式） ， 弥生時代（大泉式） ， 古墳時代（塩釜式），奈良•平安時代のもの

があげられる。

3. 以上のことから沼津貝塚という遺跡の歴史は次のように考えられる。

縄文時代前期大木 1式期に，本貝塚にはじめて人々が居住したが，その居住期間は極めて短かく ，追跡

はすぐに放棄された。この時期は，縄文時代早期末葉における最大海迦痔期の後に位骰するが，貝限の存

在は知られていない。その後， 中期大木9式期に至って，再び本貝塚に人々が本格的に居住しはじめ（注 1)'弥

生時代大泉式期まで，南境貝塚と共に古稲井湾沿岸地域における中核的な遮跡として継続的に居住が絞け

られた。この時期は，大きく見て序々に海退が進行した時期で，本貝塚に居住した人々が採躾した主な貝

種が，時mtと共にハマグリ（大木9式期～南境式期） → アサリ（宝ケ峠式～大洞C1式期） → シジミ（大

洞C2式期～大泉式期）というように鉱水産のものから淡水産のものへと変化している。このことはそれ

までは海であった，いわゆる古稲井湾が序々に陸化していったことを示している。なお，本貝塚周辺の植

物相は落葉広菜樹林で，本貝塚に居住した人々は，その下で狩猟活動 ・採狛活動を行ない，またその前面

に展開する古稲井湾では漁榜活動を行なっていたものと考えられる。古墳時代以降の沼津貝塚に関する具

体的な内容は，現時点においては不明である。

4. i召津貝塚は遺物，特に骨角製品が高い評価を受けている。しかし遺跡の構成とその変遷という方面に関し

て現時点においてはあまり知られていない。 わずかに遠物包含層 (生活用具廃棄の場） が知られ

ているだけである。今後，本貝塚を考える上で居住の場，生活用具廃棄の場，埋葬の場，生産の場，広場，

その他各種の場を検討する必要がある。

5. i召津貝塚は古くから調査されてきた遺跡であるが， 国史跡指定地区内の保存状態は比較的良好である。

すなわち，本貝塚北側，貝層の分布する傾斜地域は毛利総七郎，遠藤源七をはじめとする数多くの発掘調

査によって，調査されつくしたように考えられがちである。しかし，それらは， 北側地域の全面積を調査し

たのではなく ，また全て基盤まで調査が行なわれたわけではない。今後の調査によって新たに本貝塚の構

成とその変遷を考える上で重要な遺構，遺物が発兄される可能性がきわめて弥いと言える。以上の地域の

反対側，南側の傾斜地域は現在までほとんど発掘調査の手が加えられていない未調査地域で，今後の研究

にとって，その考古学的価値はきわめて高いと考えられる。以上，歴史学の研究とその成果を国民に還元

するという立場に立って，本貝塚の保存は，国史跡指定地区内ばかりでなく，指定地区外（指定地区外か

らも遠物が散布する地域と，本貝塚前面の水田下に泥炭層の存在（注 2)が知られている），及び本貝塚

周辺の諸遺跡をも含めた地域の保存を，積極的に推進する方向性を確立しなければならない。

注 I 7召律貝塚のように縄文時代早期未葉から前期前葉にかけて一度遺跡が形成され，その後放棄されるが．中期中業に

至って再お虹がが形成され．晩期まで及ぷ大規模な貝塚としては．次のものがあげられる。松品湾沿洋地域において

は松島町西ノ浜貝塚叫瀬町宮戸品貝塚．石巻湾沿悴地域においては石怨市南境貝塚。

注2 加籐 孝 1952年 r阿武隈，北上両河岸段丘．並びに松訟il?J.4!諸島に於ける貝塚の分布と．その編年 J r宮城学院女

子大学研究論文非！』 11
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第 14図版 宮城県教育委員会保管遺物
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第 15図版 宮城県教育委員会保管遺物
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第 16図版 宮城県教育委員会保管遺物
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第 17図版 宮城県教育委員会保管遺物
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第 18図版 宮城県教育委員会保管遺物
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第 19図版 宮城県教育委員会保管遺物
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第 20図版 清 水毅氏保管遺物



第 21図版 清水毅氏保管遺物



2  

泄 笞 j 寄 汗 茄 噸 面 落

- 4 5  



-46-

・
I a 

3
 

0 5cm 

第 23図版 毛利伸氏保管遺物
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第 24図版 毛利伸氏保管遺物
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第 25図版 毛利伸氏保管遺物
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第 26図版 毛利伸氏保管遺物



-50-

= 

こ 4 こ 5 こ 6 <::> 7 

A 著しい摩耗痕が観察される部分の実体顕微鏡写真［3.15倍］

B 若しい府耗梃が観察される部分(Aの裏側）の災体顕微錢写J'.l(3.15倍）

第 27図版 石巻市教育委員会保管遺物

□拿［

戸 8

C 野耗痕が観察されない部分の実体顕微錢写只 〔3.15倍〕

窪写只撮影IC際しては宮城県教i'f委fl会の協力を得て，オリン
パス三眼陵問式其体趾微絞XTRを使mした。
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第 28図版 石巻市教育委員会保管遺物





-53-

4
 

＞
 

IV 
9
 

＞
 i

 
．
 

9

-
一

＇ ＇ 
．
 

肌
仙

,1-
-l
,．＇-. 

. . . s O ' 

0 8 

第 30図版 毛利伸氏保管遺物
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第 31図版 毛利伸氏保管遺物



第6表遺 物の注記

石巻市教育委員会保管 遺 物

図版番号 区名 外 1/ii施 文 ， 訓整

第4図版1 E-3 縄文 （単節結束羽状縄文）横位回転

2 E-2 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転

3 D-3 縄 文 (RL)横位回転

4 E-3 縄文 (LR)横位回転

5 E-2 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転

6 E-2 縄文 (lj!.節結束羽状縄文）横位回転

7 E-3 縄文 (RL)横位回転

8 E-3 縄文 （単節結束羽状縄文）横位回転

9 E-3 縄文 (RL)横位回転

10 D-3 縄文 (RL)横位回転

11 D-3 縄文 (RL)横位回転

12 D-7 縄文 (RL)横位回転→刻目文

13 D-7 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転→ 刻目文

14 D-7 不明

15 D-7 縄文 (lj!.節結束羽状縄文）横位回転

16 F-7 縄文 (RL)横位回転一刻目文

17 D-7 縄文 (RL)横位回転→穿孔

18 E-7 縄文 （単節結束羽状縄文）横位回転→刻目文

19 D-7 撚糸文 (R)

20 D-7 撚糸文 (L)→撚糸圧痕文 (e)

21 C-7 縄文 (LR,RL)横位回転

22 0-7 縄文 (LR)横位回転

23 B-6 縄文 (RL)横位回転

24 0-7 縄文 (RLR)横位回転

25 D-7 縄文 (LR,RL)横位回転

26 D-7 縄文 (RL)縦位回転

27 D-7 縄文 (RL)横位回転→刻目文

第5図版1 0-7 縄文 (RL)横位回転

2 0-7 縄文 （単節結束羽状縄文）横位回転

3 D-6 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転

4 D-7 縄文 (RL.LR)横位回転

5 F-7 縄文 （単節結束羽状縄文） 横位囮転

6 F-6 縄文 （単節結束羽状縄文）横位回転

7 0-7 縄文 (LR,RL)横位回転

8 G-9 縄文 (LR,RL)横位回転

9 0-7 縄文 (RL)横位回転

10 E-7 縄文 (RL)横位回転

11 縄文 (RL)横位回転

12 D-7 縄文 (RL)横位回転

13 D-7 縄文 (RL)横位回転

14 D-7 縄 文 (RL)横位回転

15 0-7 縄文 (RL)横位回転

-55-

内面施文
迫物包含層 fii/ 考

調 整

横位調整 第 1退物包含層 大木 l式

縦位批l整 第 1迫物包含層 大木 l式

縦位調整 第 1追物包含層 大* l式

斜位調整 第 1遺物包含層 大木 l式

斜位調整 第 1退物包含層 大木 l式

斜位調整 第 1迫物包含培 大木 l式

縦位調整 第 1追物包含層 大木 1式

縦位糾整 第 1追物包含層 大木 1式

横位批l整 第 1追物包含J..'4大木 1式

縦位批l整 第 1遺物包含層 大木 1式

縦位調整 第 1遺物包含附 大木 l式

横位澗整 第3遺物包含層 大木 l式

横位調整 第3遺物包含刈 大木 l式

横f釦調整 第3追物包含附 大木 l式

横位調整 第3退物包含焙 大木 l式

横位批l整 第3迫物包含層 大木 1式

横位調整 第3迫物包含陪 大木 l式

横位批l整 第3退物包含層 大木 1式

横位調整 第3退物包含層 大木 1式

縦位閲整 第3追物包含層 大木 1式

不明 第3遺物包含A'-i大*l式

横位澗整 第3遺物包含層 大木 l式

横位調整 第3遺物包含層 大木 1式

命粒 調整 第 3追物包含層 大木 l式

縦位謁l整 第3迫物包含附 大木 l式

斜位調整 第3追物包含層 大*l式

斜位闊整 第3迫物包含附 大*l式

斜位湖整 第3遠物包含層 大木 1式

斜位調整 第3迫物包含層 大木 1式

斜f立調整 第3退物包含層 大木 1式

斜位調整 第3迫物包含附 大木 1式

縦位調整 第3迫物包含附 大木 l式

縦位調整 第3追物包含防 大木1式

縦位調整 第3遺物包含附 大*l式

不明 第3迫物包含層 大木 1式

横位調整 第3迫物包含層 大木 1式

横位調整 第3遺物包含層 大*1式

卸立調整 "" 大木 l式

斜位調整 第3迫物包含層 大*l式

斜位湖整 第3迫物包含附 大木 1式

縦位胡整 第3追物包含層 大木 1式

卸迂l整 1I 第3遺物包含層 大木 1式
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図版番号 区名 外 面 施 文 ， 湖整
内面施文

遺物包含附 伽考
調 整

16 D-7 縄文 (lji節結束羽状縄文）横位回転 斜位調整 第 3遺物包含層 大木 1式

17 D-7 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転 横位調整 第 3迫物包含培 大木 1式

18 0-7 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転 縦位調整 第 3遺物包含層 大*l式

19 D-7 縄文 （単節結束羽状縄文）横位回転 斜位調整 第 3退物包含層 大木 1式

20 D-7 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転 横位調整 第 3遺物包含層 大木 l式

21 D-7 縄文 (ljl節結束羽状縄文）横位回転 横位調整 第 3遠物包含層 大木 l式

22 D-7 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転 斜位調整 第 3退物包含層 大木 l式

第6図版1 D-7 縄文 (RL)横位回転 横位調整 第 3退物包含層 大木 1式

2 D-7 縄文 (RL, LR)横位回転 斜位調整 第 3遠物包含層 大木 1式

3 0-7 縄文（単節結束羽状縄文）横位回転 斜位聞整 第 3追物包含層 大木 l式

4 D-7 縄文 (lji節結束羽状縄文） I黄位回転 斜位調整 第 3追物包含附 大木 1式

5 C-3 陥線文→沈線文，刺突文→批l整 横位調整 第4追物包含層 大木8b式

6 E-2 縄文 (LR)横位回転→陸線文一沈線文ー調整 横位糾整 第 5退物包含層 大*Sb式

7 F-2 隆線文→縄文 (LR)縦位回転→沈線文→湖整 横位湖整 第 5遺物包含防 大オ,sb式

8 0-7 縄文 (LR)縦位回転一陸線文一沈線文一批l整 横位阻I整 第 7退物包含附 大*Sb式

9 D-8 沈線文→調整→縄文 (LR)縦位回転 横位批I整 第 7遺物包含防 大木8b式

10 陰線文→沈線文→t,¥!J整→刺突文 横位調整 大*Sb式

11 C-4 撚糸文 (R)一怪線文→調整 横位関整 第4遺物包含層 大木 9式

12 C-4 沈線文→刺突文→糾l整 斜位調整 第 4迫物包含彬 大*9式

13 C-4 縄文 (RL)縦位回転→沈線文→調整 斜り凶｛1立立i¥l.!訳ll整 第4追物包含層 大木 9式

14 -E-2 縄文 (LR)縦位回転→沈線文→調整 横位調整 第 5退物包含府 大木 9式

15 E-2 陥線文→縄文 (RLR)横位回転，沈線文→調整 横位，枇l整 第 5迫物包含層 **9式

16 8-6 縄文 (LR)縦位回転→沈線文→調整 縦位湖整 第 6遺物包含層 大*9式

17 D-7 怪線文→関整→縄文 (RL)横位回転 横位調整 第 7迫物包含附 大木 9式

18 D-7 縄文 (RL)縦位回転→沈線文→関整 梃:?ilHイ立1£曲,V!Jl絃!it. 第 7遺物包含陪 **9式

第7図版l D-7 縄文 (RL)縦位回転→沈線文→糾整 幣 第 7迫物包含層 大木 9式

2 G-6 縄文 (LR)縦位回転→陥線文→他l整 俗tlflHl立立曲叫ll該該 第 8追物包含層 大木 9式

3 G-6 縄文 (RL)縦位回転→陰線文→沈線文一調整 横位批I整 第 8遺物包含層 大木 9式

4 G-7 縄文 (RL)横位回転→険線文→調整 横位関整 第 8追物包含層 大木 9式

5 G-6 縄文 (LR)縦位回転→沈線文→謀I整 横位閲整 第 8迫物包含州 大木 9式

6 G-3 隆線文→沈線文，刻目文→撚糸文 (LR)→設l整 横f立批l整 第 2遺物包含附 大木10式

7 G-3 縄文 (LR)横位，縦位回転→沈線文→調整 斜位批l整 第 2迫物包含層 大木10式

8 C-4 隆線文→縄文 (RLR)縦位回転→閥整 横位瑚整 第 4遺物包含層 大木10式

9 C-4 縄文 (LR)縦位回転→陥線文一沈線文→調整 斜位調整 第 4遺物包含層 大木10式

10 C-3 縄文 (LR)横位回転→調整 横位調整 第 4遺物包含焙 大*10式

11 0-4 陰線文→，沿l整 横位調整 第 4遺物包含層 大*10式

12 C-4 沈線文→縄文 (LR)縦位糾l整→糾整 縦位調整 第 4追物包含層 **10式

13 E-2 陥線文一刺突文一他］整 横位調整 第 5退物包含層 大木10式

14 D-2 降線文→沈線文，剌突文→調整 横位問整 第 5迫物包含層 大木10式

15 8-6 縄文 (LR)横位回転→沈線文→糾l整 斜位調整 第 6遠物包含層 大木10式

16 C-6 沈線文→縄文 (RL)縦位回転→閥整 横位調整 第 6追物包含層 大木10式

17 B-6 隆線文→刺突文→批I整 横位調整 第 6追物包含層 大木10式

18 B-6 隆線文→批l整 横位説］整 第 6遠物包含層 大木10式

第8図版l 8-6 隆線文→撚糸文(L)縦位回転→汎諒文，原r尖文→調整 縦f凶位位：割訟1聟整を 第 6遠物包含焙 大木10式

2 8-6 縦位回転，剌突文→関整 横位関整 第 6追物包含層 大木10式
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図版番号 区名 外 面 施 文 ， 調整
内面施文

遺物包含層 f;ia 考
調 整

第9図版1 B-6 隆線文→撚糸文 (R)→刺突文→胴整 横位調整 第 6追物包含層 大木10式

2 B-6 隆線文→刺突文→調整 横位調整 第6迫物包含層 大木10式

3 B-6 縄文 (LR)縦位回転→険線文→沈線文，刻目文→調整 横位調整 第 6迫物包含陪 大木10式

4 B-6 縄文 (RL)横位回転→隆線文→刺突文→調整 横位調整 第 6追物包含層 大木10式

5 B-6 隆線文→縄文 (RL)横位回転→刺突文一調整 横位批l整 第6遠物包含層 大木10式

6 0-7 沈線文→縄文 (RL)縦位回転→調整 斜位調整 第7遺物包含層 大*10式

7 0-7 撚糸文 (L)→沈線文→調整 横位調整 第7追物包含層 大木10式

8 E-7 隆線文→縄文 (RL)縦位回転→沈線文→調整 横位調整 第7遺物包含層 大木10式

9 H-6 陸線文→剌突文→調整 横位調整 第8追物包含層 大木10式

10 G-3 縄文 (RL)縦位回転→隆線文→剌突文→調整 縦位湖整 第2追物包含層 l"J 

11 8-6 縄文 (RL)縦位回転→険線文→沈線文，刻目文→関整 横斜位位：置SilJl整整 第6遺物包含附 l"l ii1f .i 

12a.b D-3  縄文 (RL)縦位回転→陸線文→沈線文→刺突文→調整 横位調整 第5遺物包含層 門 前 式

第10図版l 0-2  隆線文→撚糸文(R)縦位回転→沈親文，沈線文→剌突文→調整 横位調整 第5遺物包含層 門 前 式

2 C-4 陥線文→沈線文一調整 横位調整 第4遺物包含層 南 境 式

3 D-3 撚糸文 (L)→沈線文，刺突文→調整 横位調整 第5遠物包含附 南境式

4 D-2 撚糸文 (L)→沈線文→調整 横位調整 第5遺物包含層 南境式

5 D-2 撚糸文 (R)→沈線文一批l整 命泄調整 第5遺物包含層 南境式

6 G-3 撚糸文 (R)→沈線文→調整 縦位調整 第2遺物包含層 南 境 式

7 C-4 縄文 (RL)横位，斜位回転→沈線文→調整 横位調整 第4遺物包含層 南境式

8 B-6 縄文 (LR)横位回転→撚糸圧痕文 (LR)→調整 横位調整 第10追物包含層 南境式

9 C-2 縄文 (LR)横位回転→沈線文，撚糸圧痕文 (LR)→調整 横位調整 第11遺物包含層 南境式

10 D-2 縄文 (LR)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第11遠物包含陪 南境式

11 " '  縄文 (LR)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第11迫物包含層 南境式

12 H-3 縄文 (LR)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第 9遺物包含層 宝ケ峠式

13 H-3 縄文 (RL)羽状縄文→隆線文→t店泉文→刻目文→調整 横位調整 第 9追物包含層 宝ケ蜂式

14 G-2 縄文 (RL)横位回転→沈線文→ 刻目文→刺整 横位調整 第 9遺物包含層 宝ケ蜂式

15 8-6 縄文 (LR)横位，斜位回転→沈線文 斜位調整 第10遺物包含層 宝ケ峠式

16 F-2 沈線文→ 刻目文→調整 沈k貨位船糾l髭文 第11遺物包含層 宝ケ峠式

17 D-2 縄文 (LR, R L)横位回転→沈線文→調整 斜位調整 第11遺物包含層 宝ケ峠式

18 D-2 縄文 (LR, RL)横位回転→沈線文→調整 横位訓整 第11迫物包含層 宝ケ蜂式

19 C-2 縄文 (RL)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第11遠物包含層 宝ケ蜂式

第11図版l C-2 沈線文→刻目文→調整 横位調整 第11遠物包含層 宝ケ蜂式

2 c-2 縄文 (LR, R L)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第11退物包含層 宝ケ蜂式

3 E-2 縄文 (LR)縦位，横位回転→沈線文→刺突文→糾整 横位調整 第11退物包含層 宝ケ蜂式

4 0-2 沈線→刻目文→調整 横位調整 第11遠物包含層 宝ケ峰式

5 D -2 縄文 (RL)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第11遺物包含層 宝ケ峰式

6 D -2 縄文 (RL)横位回転→沈線文→刻目文 横位調整 第11遺物包含層 宝ケ昧式

7 D -3 縄文 (LR)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第11遺物包含層 宝ケ蛉式

8 c-8 縄文 (RL)横位，縦位回転→沈線文→調整 横位調整 第13退物包含層 宝ケ蜂式

9 c-7 縄文 (RL)横位，縦位回転→沈線文→調整 横位調整 第13遺物包含層 宝ケ味式

10 T-3 縄文 (LR)横位回転→沈線文→陸線文→調整 斧t/llHf立立l,f/.糾JI!,i笠そ 第9遺物包含附 金剛寺式

11 F-2 陥線文→沈線文→調整 t 第11遺物包含層 金剛寺式

12 D-2 隆線文→縄文 (RL)横位回転→調整 横位闘整 第11遺物包含層 金剛寺式

13 c-7 沈線文→隆線文→刺突文→調整 斜位調整 第13遺物包含層 金剛寺式

14 0-2 沈線文→剌突文→調整 横位調整 第11遺物包含層 金剛寺式
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図版番号 区名 外而施文， 批l 整
内面施文

遺物包含附 紺考設］ 整

第lll対版15D-2 沈線文一刺突文→調整 横位調整 第11遺物包含層 金剛寺式

16 D-2 糾整→櫛目文 横位調整 第11遺物包含層 金剛寺式

17 C-7 縄文(LR.RL)横位回転 横位訳］整 第13遺物包含層 金剛寺式

18 F-8 隆線文→縄文(LR)横位回転ー沈線文一調整 横位批l整 第15退物包含層 金剛寺式

19 D-8 隆線文→沈線文→関整 横位調整 第17遺物包含層 金剛寺式

第12爵版） 1-2 縄文(LR)横位回転→沈線文一説l整 横位批l整 第 9遺物包含層 大洞B式

2 H-3 縄文(RL)横位回転→沈線文→糾整 横位調整 第 9遺物包含層 大洞B式

3 C-7 縄文(LR)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第13遺物包含層 大洞B式

4 C-8 縄文(LR)横位回転→沈線文→脱l整 横位調整 第13迫物包含層 大洞B式

5 F-8 縄文(LR)横位回転→沈線文一批l整 横位調整 第18追物包含附 大洞B式

6 F-3 沈線文→調整 横位調整 第19遺物包含層 *ililBC式

7 F-3 縄文(LR)横位回転→沈線文→刺突文→調整 横位調整 第19追物包含層 大洞BC式

8 I -2 縄文(LR)横位回転→沈線文→調整 横位批l整 第9迫物包含層 大洞C1式， 1-2 縄文(LR)横位回転→沈線文 亥I貧Jf目立訟文l一整 第 9遺物包含所 大洞Ci.ii:

10 H-3 縄文(LR)横位回転→沈線文→刻目文→批l整 横位調整 第9迫物包含層 大洞C1式

11 C-3 縄文(LR)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第19遥物包含層 大洞C1式

12 G-3 縄文(LR)横位回転→沈線文→調整 横位調整 第19追物包含約 大洞C1式

13 C-2 沈線文→刻目文→調椛 if匹員f立公”文り一妓 第20迫物包含防 大洞C2式

14 D-2 縄文(LR)横位回転→沈線文一糾I整 t沈/1/線{立郎文I一笈 第20迫物包含.l¥'i/大洞C2式

15 E-7 縄文(LR)横位回転→沈甜文一調整 横位調整 第27迫物包含陪 大洞C2式

16 F-7 縄文(RL)横位回転→沈線文→阻I整 横位調整 第27追物包含層 大洞C2式

17 G-3 沈線文→拇］整 flll以：船{立文訟I一緊 第25迫物包含附 大洞A'式

18 D-2 沈線文→調整 以t/ll；船{立文即!一!Iを 第20迫物包含層 大洞A式

19 G-7 沈文→阻］整 i'l..tlfl{鼻立只邸文J一 第23遺物包含層 大洞A式

20 F-7 縄文(LR)横位回転→沈線文→糾l整 J沈ff/船1立加文J盛一 第27追物包含附 大洞A式

21 G-3 沈線文→臨l整 横位調整 第25迫物包含層 大洞A式

22 G-3 沈線文→問整 横沈船位訟文l一贅 第25遠物包含層 大涸A式

23 G-2 沈線文→調整 横位調整 第25迫物包含層 大洞A'式

第13因版 I C-2 沈線文→岡整 以＇沢：船位：文糾I一査t 第25遠物包含層 大洞A'式

2 G-3 沈線文→瑚整 沈船1立文加J一整 第25遠物包含層 大洞A'式

3 G-2 縄文(LR)横位回転→沈線文→細整 横位調整 第25遠物包含層 大洞A'式

4 G-3 沈線文→調整 沈ば!線{立文血I一整 第25遺物包含層 大洞A'式

5 G-2 隆線文→沈線文→調整 術l立A印文]一を 第25遠物包含層 大洞A'式

6 E-7 沈線文→調整 ，i尤ifl和{立泉皿文l一蕊 第27遠物包含層 大洞A'式

7 D-2 ミガキ ミガキ 第20迫物包含層 製塩土器

8 G-3 ミガキ ミガキ 第25遠物包含層 製塩土器

9 G-3 ミガキ ミガキ 第25遺物包含附 製塩土器

10 F-7 ミガキ ミ ガ キ 第27遺物包含陪 製塩土器

11 F-7 ミガキ ミ ガ キ 第27遺物包含層 製塩土器

12 G-3 ミガキ ミ ガ キ 第25遺物包含層 製塩土器

13 G-3 隆線文→沈線文→調整 以り沢：線位文氾！一絃 第25遥物包含層 大泉式

14 G-3 沈線文→調整 f沈貨船f立加文J一整 第25遺物包含層 大 泉 式

15 E-3 沈線文→撚糸文 (L),撚糸圧痕文 (L)→糾l整 ＇沿貨；線イ立文i'J.ll一究： 第29遺物包含料 大泉式

16 D-5 撚糸文 (R)→刺突文→調整 横位郎）整 第29迫物包含府 大泉式

17 ヨコナデ→ケズリ ヘラナデ
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宮城県教育委員会 保 管遺物

図版番号 区 名 外面施文，調 整 内面施文，調整 遺物包含層 偏 考

第14図版 I 一 沈線文→縄文(LR)縦位回転→調整 斜位調整→横位湖整 大木9式

2 ー・ 把手の貼付→縄文(LR)縦位回転→沈線文→調整 斜位調整→横位調整 大木10式

第15図版 I . -., .. 把手の貼付→隆線文．縄文(RL)縦位，斜位回転→
横位調整 大木10式沈線文→湖整

2 --_, 隆線文→撚糸文(R),剌突文→調整 縦位調整→横位調整 大木10式

第16図版 l ．．＿． 隆線文→撚糸文 (LR)→沈線文→刺突文→調整 隆線文→横位調整 大木10式

2 櫛目文→刺突文→調整 縦位調整→横位詞整 ・・ 大木10式

第17図版 l 縄文(LR)縦位位l転→横位調整 縦位調整→横位調整 大木10式

2 縄調整文(LR)斜位回転→隆線文→沈線文→刻目文→ 縦位調整→横位調整 ・--・- 大木10式

第18図版 1 ．． 撚糸文(R)→隆線文→沈線文→刺突文→調整 縦位調整→横位調整 南境式

第19図版 l ，一．．．． 縄文(RLR)縦位，斜位回転→沈線文→調整 縦位調整→横位調整 南境式

2 ・-- 撚糸文 (r)→沈綿文→調整 縦位調整→横位調整 _,.,,."一 南境式

清水毅氏保管遺物

第20國版 lI C-41隆線文→縄文(L}→沈線文→刻目文→調整 縦位調整→横位調整I第4患物包含層I大木10式

第21暉 II C -41隆線文→調整→沈線文→撚糸文 (LR),刻目文 I縦位調整→横位調整1第4患物包含層1大木10式

毛利伸氏保管遺物

第22屈版 l 縄文(LR)横位回転→貼付文→沈線文→調整 横位調整 金剛寺式

2 縄文(LR)縦位，横位回転→調整 縦位調整→横位調整 金剛寺式

3 . ' 一一 縄文(RL)縦位，横位回転→調整 横位調整 金剛寺式

第23図版 l ' ' 
縄文(LR,RL)横位回転→沈線文，刻目文→詞整 縦位位調整→斜位調整 大洞C,式

→横調整

2 ミガキ→朱塗
ミガキ→朱塗

大洞C,式

3 縄文(RL,LR)横位回転→沈線文→刻目文→調整 横位調整 大洞C1式

4 - ・ ● 沈線文→調整→朱塗 沈線文→横位調整 大洞C,式

第24因版 l . -―・ 沈線文→関整 斜沈線位調文→整横位調整→ "'' 大洞C,式

2 , —"'一 ・ 縄文(RL,LR)横位回転→沈腺文→関整 横位調整 大洞c成
第25図版 l 縄文(RL,LR)横位回転→沈線文→調整 沈線文→横位調整 大洞C,式

2 ・·— 縄文(LR)横位回転→沈線文→調整 沈線文→横位調整 ' ' 大洞A式

第26図版1 --- 貼付文→沈線文，刻目文→調整→朱塗 横位調整 ・ ・ー， 大洞A式

2― 隆線文，貼付文→沈線文→調整→朱塗 横位調整 —— , 9● 9 大洞A式

3 • 一．．． ミガキ ミガキ 大洞A式

4 ミガキ→ヨコナデ ヨコナデ 塩釜式

5 ’ ’ ヨコナデ ヨコナデ ’’’ 塩釜式

6 -.. ミガキ→ ヨコナデ ヨコナデ 塩釜式

7 ., .. 縄文(LR)縦位回転→穿孔 転縄→文穿(L孔R)縦位回 縄対ft中問
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石巻市教育委 員会保 管遺物 毛利伸氏保管 遺物

臨番号 区名 縦(an)横(an)厚さ(an) 業 材 偏考 國版番号 区名 縦(an)横(an)恥 (an) 緊 材 偏考

第27因版l E-7 6.04 2.95 0.45 珪n頁岩 煕9菌屈l．．． 10.50 1.59 1.18 鹿月板

2一 5. 18 8.68 1.16 珪f頁岩 2― 10.38 1.66 1.08 鹿月板

3 ・- 3. 71 4.81 0.81 珪n頁岩 3 - 11.17 1.41 0.90 鹿舟板

4 G-3 8.21 2.24 o. 78 珪n頁岩 4 - 1.n 1.24 0.86 鹿月板

5― 6.10 2.10 0. 72 珪行頁岩 5一 8.57 1.61 0.90 鹿舟板

6― 4.40 2.78 0.59 珪n頁岩 6― 9.06 1.89 0.91 鹿舟板

7一 4,35 l.fi6 0.62 珪n頁岩 7一 9.50 1.29 0.78 脆舟板

8一 6, 79 2.11 o. 72 珪n頁岩 8一 14.50 1.37 0.61 脱の中足骨

第28図版l F-2 1,60 1.41 0.42 珪打員岩 , ― 11.20 2.42 1.67 鹿の中足骨

2 C-2 1-81 1.35 0.32 珪n頁岩 lO 一,.. , ● 9.31 2.30 1.30 鹿の中足竹

3― 2.01 1.36 0.45 珪打頁岩 11 '.  10.00 1.03 0.81 鹿IJ)中足骨

4 E-2 1.33 0.92 0.22 珪釘頁岩 穿,3(l図版l 15.50 0.65 0.65 鹿IJ)中足骨

5 C-2 2.12 1.48 0.29 珪n頁岩 2― 12.68 0.6.5 0.59 鹿の中足骨

6 C-2 2,49 1.73 0.45 珪n頁岩 3一 5.10 1.12 1.30 艇月板

7 D-7 3-10 1.75 0.55 珪灯頁岩 4 - 6.80 1.08 1.21 鹿月板

8一 2.27 1.31 0.38 珪n頁岩 5ー 5.68 l.15 1.22 鹿月板

, ― 2.20 l. 72 0.39 珪n頁岩 6― 4.68 1.00 1.17 鹿月板

10 C-2 2. 50 1.35 0.48 珪n頁岩 7一 5.80 1.10 1.00 鹿舟板

11 F-2 4-27 1.66 0.51 珪n頁岩 8一 7. 90 1.38 1.45 脱月板

12 1-2 2.87 1.32 0.49 珪f頁岩 , ― 6.90 3.92 o. 71 鹿月板

13― 2-36 1.20 0.41 珪打頁岩 l。―4. 74 1.3 0.53 鹿舟板 朱塗

14- 3-50 1.58 0.42 珪償頁岩 11 - 4.65 1.95 0.49 鹿月板

15一 4, 14 1.39 0.51 珪代頁岩 12- 5.75 0.50 0.50 鹿月板

16― 3.09 1.45 0.69 珪n頁岩 13― 7.91 o. 7 0.70 鹿月板

17 F-2 3-13 1.93 0.61 珪竹頁岩 14 -6.07 0.48 0.60 鹿月板

18 C-2 2,52 0.90 0.50 珪灯頁岩 15― 6.65 0.5-1 0.54 鹿舟板 朱塗

19 F・3 J.96 1.09 &.29 盟IU岩 16― 2. 70 2.55 2.23 鹿角板

20 C-2 5,65 3.37 1.20 安山岩 第31図版 ...' 17.40 35.25 13.20 鯨IJ)脊椎骨

21 1-3 4-70 2.50 0.85 凝灰岩

22一 4-70 2.45 0.94 頁 岩

23一 3.92 1.69 0.86 砂 岩

24 H-2 3-68 1.43 0.88 頁 岩

25 [-2 2-76 0.70 0.65 砂 岩

26 J-3 4. 79 3.94 o. 73 珪貸頁岩

27 - 3-42 2.49 0.90 凝灰岩

28 - 1.25 1.23 1.16 凝灰岩

29一 1.61 I.fl(} 0.95 馬隋石

30一
,, ___ 

--



附録 3 沼津地形測量平面図 -61-
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附録 4 沼津貝塚グリット配置，及び遺物包含層分布図
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